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第 １０ 回 大 山 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第３日） 

平成２３年９月 20 日（火曜日）        

                                        

議 事 日 程 

                           平成２３年９月２０日 午前９時３０分 開議  

1．開議宣告                                              

日程第 １    一般質問  

 通告

順 

議 席

番号 
氏    名 質       問       事       項 

1 6 池 田 満 正 1．今後のクマ対策は 

2 13 小 原 力 三 
1．度重なる職員の不祥事にどう対処するか 

2．職員の適材適所な人員配置と人材育成について 

3 4 杉 谷 洋 一 1．本町のまちづくりは 

4 3 大 森 正 治 

1．学校給食調理室、学校、保育所の暑さ対策について 

2．原発からの撤退、再生可能エネルギーへの移行の声を 

自治体から 

5 10 岩井 美保子 
1．新しい国民健康保険被保険者証について 

2．深層崩壊に関してのマップはできているか 

6 2 米 本 隆 記 1．山香荘に新しいグランドは必要か 

7 5 野 口 昌 作 

1．まちづくり推進員地区会議の今後の取り組みと拠点

施設の必要性 

 2．大山町特産作物ブロッコリー・葱の共済制度導入に

向けての取り組みを 

 3．不祥事から町長、職員はなにを反省しなにを学んで

いるか 

8 14 岡 田    聰 1．地域活性化総合特区への取組は 

9 11 諸 遊 壌 司 1．再度「山香荘」問題を問う 

10 9 吉原 美智恵 
1．大山町における防災教育の充実は 

2．大山町の観光戦略は 

11 7 近 藤 大 介 
1．だいせん 3ｃｈの活用について 

2．山香荘のグランド整備について 
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12 1 竹 口 大 紀 
1．大山でフィルムコミッションを 

2．新設された「未来づくり戦略室」 

                                                                     

────────────────・───・───────────────── 

本日の会議に付した事件 

1．開議宣告                                              

日程第 １    一般質問  

 通告

順 

議 席

番号 
氏    名 質       問       事       項 

1 6 池 田 満 正 1．今後のクマ対策は 

2 13 小 原 力 三 
1．度重なる職員の不祥事にどう対処するか 

2．職員の適材適所な人員配置と人材育成について 

3 4 杉 谷 洋 一 1．本町のまちづくりは 

4 3 大 森 正 治 

1．学校給食調理室、学校、保育所の暑さ対策について 

2．原発からの撤退、再生可能エネルギーへの移行の声を 

自治体から 

5 10 岩井 美保子 
1．新しい国民健康保険被保険者証について 

2．深層崩壊に関してのマップはできているか 

6 2 米 本 隆 記 1．山香荘に新しいグランドは必要か 

7 5 野 口 昌 作 

1．まちづくり推進員地区会議の今後の取り組みと拠点

施設の必要性 

 2．大山町特産作物ブロッコリー・葱の共済制度導入に

向けての取り組みを 

 3．不祥事から町長、職員はなにを反省しなにを学んで

いるか 

8 14 岡 田    聰 1．地域活性化総合特区への取組は 

 

────────────────・───・─────────────────  

出席議員（１８名） 

１番 竹 口 大 紀     ２番 米 本 隆 記  

３番 大 森 正 治     ４番 杉 谷 洋 一  

５番 野 口 昌 作     ６番 池 田 満 正  

７番 近 藤 大 介     ８番 西 尾 寿 博  
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９番 吉 原 美智恵    １０番 岩 井 美保子  

１１番 諸 遊 壌 司    １２番 足 立 敏 雄  

１３番 小 原 力 三    １４番 岡 田   聰  

１５番 椎 木   学    １６番 鹿 島   功  

１７番 西 山 富三郎    １８番 野 口 俊 明    

────────────────・───・─────────────────  

欠席議員(なし)   

────────────────・───・─────────────────  

事務局出席職員職氏名 

局長 ……………… 諸 遊 雅 照     書記 …………… 中 井 晶 義 

────────────────・───・─────────────────  

説明のため出席した者の職氏名  

町長 …………………森 田 増 範    教育長 ………………山 根  浩 

副町長…………………小 西 正 記   教育次長兼学校教育課長…齋 藤   匠 

総務課長 ………… 押 村 彰 文    社会教育課長 ………手 島 千津夫 

中山支所総合窓口課長…澤 田  勝    幼児教育課長 ………林 原 幸 雄 

大山支所総合窓口課長…岡 田  栄    企画情報課長 ……… 野 間 一 成 

税務課長 ……………小  谷  正  寿    建設課長…………… 池 本 義 親     

農林水産課長 ………山 下 一 郎    水道課長 ………… 野 坂 友 晴     

住民生活課長 ………坂 田  修     福祉介護課長 ……… 戸 野 隆 弘  

観光商工課長…………福 留 弘 明    保健課長…………… 斎  藤   淳 

人権推進課長…………門 脇 英 之    農業委員会事務局長…近 藤 照 秋    

地籍調査課長…………種  田  順  治    会計管理者……………後 藤 律 子 

教育委員長……………伊 澤 百 子    総務課参事 …………酒 嶋  宏   

企画情報課参事兼未来づくり戦略室長 ……赤 井  久 宣     

────────────────・───・──────────────── 

 午前 9 時 30 分 開会         

      開議宣告 

○議長（野口俊明君）  おはようございます。ただいまの出席議員は 18 人です。定

足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。本日は一般質問を行いますが、

通告された議員が 12 人ありましたので、一般質問は、本日と明日の 2 日間にわたり

行う予定であります。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第 1 一般質問 

○議長（野口俊明君） 日程第 1、一般質問を行ないます。通告順に発言を許します。
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6 番、池田満正君。 

○議員（6 番 池田満正君）  はい、池田でございます。 

○議長（野口俊明君）  一般質問が始まります前に、本日中海テレビが取材にまい

りますので、カメラを設置しますので、よろしくお願いいたします。許可しました

ので、よろしくお願いします。それじゃ、池田満正君。 

○議員（6 番 池田満正君） はい。今後のクマ対策はということで質問させていた

だきます。ここ数年、大山地区の佐摩、明間、大山寺などでツキノワグマの目撃情

報があっております。特に、佐摩地区には大山保育所があります。秋になりますと、

きのこ狩りが始まります。去年 2010 年には、鳥取市で市内の男性がクマに襲われ死

亡するなど、人身事故が 2 件発生しました。 

そこで、次の 4 件について質問します。今までどのような方法で捕獲しようと努

力したのか。2、何が原因で捕獲できなかったか。3、今後どのような方法でクマ対

策を行うのか。4 つ目、人身事故対策はどう対応するのか。以上 4 点について質問い

たします。 

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。 

○町長（森田増範君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  おはようございます。それでは通告の 1 番でございます池

田議員の今後のクマ対策はということにつきまして、お答えをさせていただきたい

と思います。 

まず 1 番目に、今までどのような方法で捕獲しようと努力したのかということ、

また 2 つ目の何が原因で捕獲できなかったかということについてでございますけれ

ども、ツキノワグマは、環境省の哺乳類レッドリストでございまして、絶滅のおそ

れのある地域個体群に指定をされておりまして、鳥取県でも平成 19 年にツキノワグ

マ保護管理計画を策定をして、ツキノワグマと人との共存を図っているところでご

ざいます。 

 この計画では、ツキノワグマに対する対応を 5 段階に分けておるところでござい

まして、第 1 段階として、目撃・出没等の情報はあるが、日常生活活動において遭

遇又は被害の発生するおそれが低い場合、集落等周辺以外の山中での目撃、山中で

の痕跡の発見等、これは注意喚起ということであります。第 2 段階として、被害の

発生するおそれが高い場合、特に果樹園等農作物への被害や集落周辺における目撃

等でございますが、これは、誘引物の撤去や電気柵等による防護、追い払いという

ところであります。また第 3 段階として、被害の発生するおそれが非常に高い場合、

誘引物を取り除いても集落周辺等に出没をして、防護対策をしても繰り返し出没す

る、これは、有害捕獲の許可を得て捕獲をし、学習放獣ということであります。ま

た第 4 段階として、学習放獣によっても効果がみられず、集落周辺に執着し、再出
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没する場合は、再捕獲をし個体を特定し、専門家等からなる駆除班で捕獲して殺処

分、射殺もやむを得ないと定められているところであります。 

本町では、平成 19 年の目撃情報以降、県の担当部局と相談の上、第 1 段階である

という判断で、防災無線や看板設置による注意喚起を行っており捕獲は行っており

ません。 

 次に、3 番目の今後どのような方法でクマ対策を行うのかということでございます

が、引き続き、目撃情報等があれば県の保護管理計画に従い対応してまいりたいと

存じております。 

 次に、4 番目の人身事故対策はどう対応するのかということでございますが、目撃

情報があればその段階に応じて対応し、人身事故が起こらないよう対策を講じてま

いりたいと存じます。また、現在、鳥取県では鳥取市での人身事故の発生等を受け

て、現在の 5 段階の対応を 3 段階にし、被害発生のおそれが高い場合は、捕獲して

原則殺処分するという計画変更を行おうとしています。本町においてもそれに従い

対応してまいりたいと考えておるところであります。以上です。 

○議員（6 番 池田満正君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  池田満正君。  

○議員（6 番 池田満正君）  9 月 7 日付けの日本海新聞に、絶滅せぬ個体数を維持

しながらクマを殺処分すると、今年の秋からの方針を県が考えていると、鳥取県が

考えているという指針が日本海新聞に載っております。えーと、大山地区は人家や

保育所があるんですね、あの近くに。部落もございますし、それをどういうふうに

判断するかは、部落内とみるか、それとも部落外とみるかということは、まあ微妙

なところだと思いますけど、大山地区の大山寺部落へ向かう大山道路沿いに、大山

保育所のある佐摩から明間までの約 1.5 キロの道路べりに 4 枚の「クマ注意」の看

板から数年前から設置してございます。まあそのクマの看板を見て、大山の観光に

も危険な場所として、マイナスな面にもなっていないだろうか。また、地元や住民

や山にいる人に不安や恐怖が植え付けられてはいないだろうか、地元では、黒いイ

ノシシをクマと間違えたのでないだろうかとの噂もあります。一日も早く真相を解

明し、住民の安心安全を確保すべきだと思っております。特に人身事故が起きてか

ら遅いのです。 

 今までもどういうふうに部落と、部落内ではない外部だという判断で、そう看板

だけで終わられたんでしょうけど、以上のことに対して、今後どういうふうに対処

してどう思われておりますか、聞かせてください。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  池田議員のほうからの質問でございますけども、まず目撃

情報ということが大きなポイントであろうと思っております。平成 19 年の目撃情報
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からそういったこちらのエリアにクマがおるのではないかというところからの取り

組みを始めているところでございますけども、実際に映像としてそれがはっきりこ

う確認できたという状況もないのも事実でございまして、ある面、先ほど申されま

したように、その情報がこのエリアの不安、あるいは観光面でのその影響があるの

かどうかということにも及んでいるのも確かかもしれません。いずれにおきまして

も、目撃をするということ、ここが大きなポイントであろうと思っておりますので、

ここに最新の注意を払い、また関係者の方々やこの大山のエリアに入山されます

方々からの情報を的確に入手したいなと思っております。また人身事故ということ

につきましては、先ほど述べましたように、鳥取市の事例もございます。県との連

携を取りながら、本町においてもそれに準じた対応してまいりたいということを述

べさせていただいているところでございますので、ご理解願いたいと思います。 

○議員（6 番 池田満正君) はい。  

○議長（野口俊明君）  議長ということで・・ 

○議員（6 番 池田満正君) 議長。 

○議長（野口俊明君）  池田満正君。 

○議員（6 番 池田満正君) まあ県と連携をとりながら対応していくって言われて

おりますけど、私今質問しておりまして、ちょっと分からない面がございます。そ

れは、対応する、対応するって言っておられますけど、まあ看板とかいろんなこと

で、具体的にこうするという、例えば一度専門家に見てもらうとか、それから保育

所があるから、鈴とかそういうものを必ず付けるようにして対応するとか、そうい

う具体的なことに対して人身事故、それからクマの確認、そういうことに対して具

体的な方法でどう対応されるかということを、県の指示だけでなしに積極的に、そ

の点に対して答えていただけませんでしょうか。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  詳しい取り組み等について、担当課のほうでも鳥獣のこと

も含めて取り組みを進めておりますので、少し述べさせていただきたいと思います。 

○農林水産課長（山下一郎君）  議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君）  山下農林水産課長。 

○農林水産課長（山下一郎君）  失礼します。具体的な対応ということでございま

すけども、今現在の対応は、山中なり目撃情報であって、民家等の周辺での目撃で

はないということで注意喚起でございますけども、実際に集落等に入ってきたとい

うことになれば、対策本部を設置いたしまして、駆除班の、でもってクマの駆除に

あたるということもございますし、警察等も連携をとって対応にあたるということ

で、県の指針にはなっておりますのでそういった対応でしていきたいと思います。 

 また、あの今の鈴でありますか、そういったものについても、今、現在では、平
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成 22 年以降は、21 年の秋までは、目撃情報が町内もありましたけども、22 年以降

については、まだ目撃がされておりません。そういったなかですので、具体的な保

育所等の対応はしておりませんけども、今後出没等ということであればそういった

鈴等を携行して通ったりとか、入山される方にそういったものをつけていただくよ

うなそういった注意喚起もしていきたいというふうに考えております。以上です。 

○議員（6 番 池田満正君) 議長。 

○議長（野口俊明君）  池田満正君。 

○議員（6 番 池田満正君) 最後に質問させていただきます。ということは、町の

対応は一応、山中での目撃での痕跡の発見、それで今は対応されるということです

ね、それについて最後に質問させていただきます。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  たびたび再質問でございますけども、まずやはり目撃情報

ということが大きな柱になってくると思います。民家に近いところ、あるいは保育

所に近いところということになってきますれば、突然ということもあるのかもしれ

ませんし、事前のいろいろなそういった目撃情報ということになるのではないかと

思っております。先ほど担当課より申し上げましたように、22 年以降そういった情

報ということもない現状でありまして、保育所等あるいは周辺の集落の方々への、

ついての対応ということについては、注意喚起という形のなかでの取り組みという

ことで今考えているところであります。 

○議員（6 番 池田満正君) 終わります。 

○議長（野口俊明君）  これで池田満正君の一般質問は終わりました。 

────────────────・───・───────────────── 

○議長（野口俊明君）  次、13 番、小原力三君。 

○議員（13 番 小原力三君）  はい、議長。13 番小原でございます。それでは一般

質問をいたします。 

一点だけ伺いますけれども、度重なる職員の不祥事についてどう対処するかとい

うことでございます。大山支所総合窓口課でのごみ袋代金紛失事件、そしてこの度

の中山支所総合窓口課での公金横領事件と度重なる職員の不祥事について、町長は

これまでどのような職員教育をし、また今後どのように職員を教育していかれるの

か。一点伺います。次に、えっ、なら一つだけ。 

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君 

○町長（森田増範君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  小原議員からの一つ目の質問でございます、度重なる職員

の不祥事にどう対処するのかということにつきましてお答えさせていただきたいと
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思います。 

まず、限られた職員で町民の皆さま方のご要望に対応していくためには、職員一

人ひとりの能力を高め、自覚、そして責任をもって業務にあたることが、大変重要

なことであると考えております。また、この度の不祥事に対しましては、その取り

組みとして、外部からの評価、また内部の監視の強化、そして職員の意識改革等、

徹底した改善策を講じてまいります。 

さて、職員の能力を高めるために、現在単町での研修や県内の自治体との共同研

修、市町村アカデミーや鳥取県主催の研修への派遣など、積極的に参加をさせてい

るところであります。 

 さらに、ごみ袋代金の紛失などの不祥事を受けて、昨年は職員としての行動指針

を定めた「私たちの行動指針」や服務規定に関する研修を行って、規範的な事項の

確認、また徹底を行いました。また接遇に対する研修も実施をして、町民の皆さま

をはじめとして役場に来られます皆さんに対する接遇について、基礎的な部分から

研修を行っているところでございます。 

今年度も「まちづくり」とそして「住民サービス」をいかに意欲をもって進めて

いくかというテーマ、これを基にして職員研修を実施をし、職員の意識を高めるた

めに繰り返し研修を行っているところでございます。 

私は就任以来、繰り返し職員に申していることがございます。それは、大きな声

で挨拶をするということ、職員一人ひとりが、行政サービスを提供するサービス業

に従事する職員であるということ、これを自覚をして、そしてお客さまの気持ちに

なって、懇切、丁寧な対応、接するということを指示し、述べているところでござ

います。 

大きな声で挨拶するということは、普段からあるいはお客様に対して、意識をし

ておらなければならない、なかなかできないことでございます。そうした意識をし

ながら接していく、そのことを今後も徹底をしてまいりたいと考えております。 

今回の不祥事を受けて、9 月の管理職会では、八橋の警察署長さんをお迎えをして

警察で、署内で行われていますところの不祥事防止の対策についてお話しを聞きし

ました。警察で行われていますところの不祥事防止の対策も、他県で起こった不祥

事の事例の検討など、地道な研修を繰り返し行い、職員の意識を高めることに努め

ておられるというお話しでございました。今後住民の皆さん方からの信頼回復に努

め、職員の資質の向上、図っていくため、「私たちの行動指針」これの徹底、そして

接遇の研修のなど、一つひとつ地道な取り組みでありますけれども、積み重ねてま

いりたいというぐあいに考えておるところであります。どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

○議員（13 番 小原力三君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君） 小原力三君。 
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○議員（13 番 小原力三君）  今、町長が一人ひとりの職員の意識改革ということ

でございました。そこで町長、やはり普段の職員は普段のたてよこのつながりじゃ

ないかなと。朝間、8 時半に来て、パソコンに向かって、朝間から晩まで、5 時過ぎ

まで、これじゃあ何にもなりませんわ、はっきり言って。やはりもっと職員同士の

会話、挨拶も大切でしょう、大きな声で挨拶をするのも大切ですけども、やはりお

互いの信頼関係をもっと強めていくのが大切でないかというふうに思いますけども、

町長の考えはいかがでしょうか。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  小原議員の質問でございますけども、おっしゃるところだ

と思っております。そういう思いの中で、ごみ袋の販売代金の紛失事件がありまし

た後、毎朝の 8 時半前の朝礼をすることといたしました。以来、1 年半毎朝各担当課

ごとに課長を中心として、課長補佐と連携を取りながら、あるいは担当課ごとに全

員が朝の挨拶、あるいはコンプライアンスの復唱等を行いながら、そして自分の今

日の日程、予定短い時間ですけども、話し合ったり伝えたりということを積み重ね

ております。 

しかし、それだけではまだまだ、十分だということではないということで思って

おります。このたびの不祥事を受け、全部の職員にレポートを提出することを求め

ました。そのレポートを基にして、担当課ごとに課内ミーティングで、話し合って

いただく、話し合いを行う、そういうことも必要であるということで、取り進めて

いるところでもございます。課長だけではなく、課長補佐いわゆる管理をする立場

にある者同士の連携や、そのメンバーを中心とした、担当課の部下の行動やあるい

は育てるという視点等について、チームをあるいは担当課の一つのコミュニケーシ

ョンの中で取り組みを進めていくということが非常に重要だということで考えてお

りまして、ご指摘の点につながることだというぐあいに考えておるところでありま

す。 

○議員（13 番 小原力三君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  小原力三君。 

○議員（13 番 小原力三君）  再発防止の、防止策として、ここに 3 点ほど出てお

りますが、中ほどの｢不正をしても直ちに発覚する方法の構築｣ということでござい

ます。不正をしても直ちに発覚する方法、これはどういう意味でしょうか。理解に

苦しむんですよ。発覚を、もう不正がもう当然行われているような、これからもあ

るというような印象にとらえてわしはおりますけれども、町長どのようにお考えで

しょうか。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 
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○町長（森田増範君）  先ほどお答えいたしましたなかにそのような文言は入れて

ないと思っておりますけれども、何か認識の違いがあるのかなと思いますけれども。 

○議員（13 番 小原力三君） 議長。  

○議長（野口俊明君）  小原力三君。 

○議員（13 番 小原力三君）  えーとですね、9 月の 8 日に出ております、この再

発防止策公金の取り扱いについてということでございますけども、そのなかにそう

いう文言が入っているということでございます。まあ、なかったらしかたないです

けれども。えーと、これ、やはり町長としては、最高責任者でございます。 

ねえ、最高責任者が、何も懲罰を受けないということは、これは副町長も含めて

ですけども、これはどういうことなのかご説明を願いたいと思います。 

○副町長（小西正記君）  議長。 

○議長（野口俊明君） 小西副町長。 

○副町長（小西正記君）  えー、懲罰の関係でございますが、懲罰委員会で決定い

たしましたのは、議会の全協で報告させていただきましたとおり、当事者につきま

しては、懲戒免職処分としております。管理職につきましては、課長が減給 10 分の

1、1 ヶ月、課長補佐が戒告処分、その他従事しておりました、一緒に仕事しており

ました担当職員 3 名に厳重注意処分としておるところでございます。私どもと言い

ますか、町長のほうから私に対して、こういう不祥事が度重なるということで厳重

注意、厳重注意の処分を受けておりますが、私どもの処分といたしましては、処分

の中で給料を減ずるというふうなのは、500 円というふうな懲戒処分しかございませ

ん。あるいは免職という処分しかございませんので、その処分を受けるということ

であるならば、法的な処分ということではなくて、実質的な、実質処分ということ

で、私どもに対しては 10 分の 1、3 カ月の自主返納というような処分を課しておる

ところでございます。町長におきましては、最高の指示が、指示といいますか、管

理責任があるわけでございますが、この部分については、私どもの事務的な管理が

十分になされていなかったというふうなことでございますので、私が 10 分の 1 の 3

カ月の処分を受けたということでこの処分結果をしたわけでございます。以上でご

ざいます。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  まあ懲罰ということについてのご質問でございます。特別

職のほうには、そういった条例等でのものがないということのなかではございます

けども、その都度、こういった不祥事に対しての判断をいろいろな観点で考え、総

合的に判断をしながら自分なりの対応をすべきだというぐあいに考えておるところ

であります。このたびは、先ほど副町長としての思いを述べたところでありますけ

れども、私はこのたびのこの不祥事のことに対しての自分の職責ということについ



 119 

ては、先ほど述べましたように、今後の対応、徹底をしてまいるという考え方のも

とでこの職責を果たしてまいりたいというぐあいに考えております。 

○議員（13 番 小原力三君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  小原力三君。 

○議員（13 番 小原力三君）  まあ最高、大山町における最高責任者で、身の振り

方というものはきちんと襟を正していっていただきたいというふうに思います。 

 次に 2 番目といたしまして、職員の適材適所な人員配置と人材育成についてでご

ざいます。職員の意識、態度、行動のあり方が、行政の質を左右すると言っても過

言ではございません。人材とは、気力・体力・知力の持ち主と言えますが、全て現

れているものでもなく可能性として潜んでいるかもしれません。職員の適材適所な

人員配置を行なうことは、行政の質を良くするひとつの方策であると考えます。ま

た、現にいる職員をどのように幹部職員として育て登用していくかも大きな問題だ

と考えております。町長のご所見を伺います。 

○議長（野口俊明君） 町長、森田増範君。 

○町長（森田増範君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  ２つめの質問でございます。職員の適材適所な人員配置と

人材育成についてでございます。 

 職員の適材適所、このことについてでございますけれども、社会経済の進展によ

り、町民の皆さんから寄せられるニーズや要望は多岐にわたり、またさらに多様化

してまいっております。 

他方、長い期間にわたりますところの、経済不況の影響から行政改革の推進は喫

緊の課題であり、合併により増加をいたしました職員の数、これを本町の規模にあ

った人数まで削減を進めていくという必要があります。 

現状より少ない職員で多様な住民の皆さんからのご要望に答えていくには、組織

機構を必要に応じて柔軟に見直していく、そういったことも必要であろうと思いま

すし、職員一人ひとりの能力を高め、また自覚、責任を持って業務に当たっていく

こと、必要であると存じております。 

本町では、本町で求められますところの職員像を明らかにするため、大山町人材

育成基本方針により、職員として求められている意識・姿勢、そして職員として求

められる能力、人材育成のための取り組みなどについて定めております。これに基

づき職員研修やまた人事考課など、進めて職員の育成に努めているところでござい

ます。 

 職員の能力を活かし、行政の質を高めるためにも、適材を適所に配置するという

ことは、非常に重要なことであると存じております。若手の職員には色々な部署を

経験してもらい、職員の適性や能力をその把握に努め、また中堅以降は能力、適性
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にあった業務に配置するよう努めてまいりたいと存じております。 

さらに、幹部職員の登用に際しては、課長を補佐として上司を補佐する上で、上

級管理職としての能力を高めるとともに、自治研修所などへの研修や市町村アカデ

ミーなどへの派遣研修などによって町幹部としての育成を進めていく、図っていく、

努めてまいりたいと考えております。以上です、 

○議員（13 番 小原力三君） 議長。 

○議長（野口俊明君）  小原力三君。 

○議員（13 番 小原力三君）  今、町長は若手はいろんな部署で経験させるという

ことでございます。それに基づきまして、また来年の 4 月には、人事異動があるん

ではないかというふうに思っています。そのなかで、やはり長期間にわたる職員の

一つの職場を経験させるんじゃなくして、今もここで町長が言っておられますけど

も、さまざまな部署に経験させたほうがいいじゃないかというふうに私も思うとこ

ろでございます。 

そこで、もう一点。町長にお聞きしますけれども、この職員の意識というか、そ

のなんというか自分のモチベーション、職員のモチベーションに対して、やっぱり

適材、自分の好きな分野に、好きなところに行かせるのがいいじゃないかなとわし

は思うわけでございます。そこでまあ町長も、なんだったかいな、全員にレポート

を書かせて、そしてまた一人ひとりを把握をしながら、適正な人員配置に望むとい

うことでございますけどもそれに間違いないか、もういっぺん確認をいたしたいと

思います。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田増範君。 

○町長（森田増範君）  まあ人事異動等については、特に職員のモチベーション、

そういったお話しをいただきました。本人の思いというものが、やはり重要だろう

と思っております。ただ大きな組織でございますので、一度に自分の思うところに

こう異動していくということにはなかなかならないというところはご理解願いたい

と思いますけれども、やはり 2 年 3 年経過をするなかで、ある程度の計画性を持ち

ながら、あるいは本人の意向も受け止めながら、そういった部署へのモチベーショ

ンを高めるという意味合いでの異動ということは取り組みを進めてまいりたいと思

っております。また担当課のほうで、人事考課等々の取り組みも進めておりますの

で、そのことについて少しだけ、補足という形になるかと思いますけども、述べさ

せていただきたいと思います。 

○総務課長（押村彰文君） 議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君）  押村総務課長。 

○総務課長（押村彰文君）  職員の適材適所の配置ということでございます。職員

には、毎年自己申告書というものを出させております。そのなかで、本人が今行っ



 121 

ている仕事への経験年数、あるいは本人が希望したい職種などもその自己申告書に

書かせるようにしております。そういうところを見ながら経験した年数、あるいは

本人の意識の持ち方、そういうものを参考にしながら、人事異動には反映をしてい

きたいというふうに考えておりますし、もう一点は人事考課でございますけども、

これはボーナスにも評価を反映させながら傾斜配分をするようにいたしております。

そういうことで職員のモチベーションが上がっていくだろうというふうに考えてお

るところでございます。以上です。 

○議員（13 番 小原力三君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  小原力三君。 

○議員（13 番 小原力三君）  まあ再発防止に全力で取り組んでいただきたいとい

うことは、町民誰しもが願っておるところでございます。それでですね、ちょっと、

チラッと耳にしたことがございます。公金を扱う時には、カメラを採用するとか、

ことも検討の材料になるんだというような、検討の材料ですよ、検討の材料になる

んだということにつきましては、私は絶対に反対でございます。機械で人間を監視

し、そのなかで仕事をするということは、絶対に私は反対でございます。その点も

う一点だけ教えていただいて、確認して終わりたいと思います。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  確認にお答えできることになるかと思いますけども、その

ご発言を預からせていただきたいということで、お答えに代えさせていただきたい

と思います。 

○議員（13 番 小原力三君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  小原力三君。 

○議員（13 番 小原力三君）  それでは終わります。 

○議長（野口俊明君）  これで小原力三君の一般質問は終わりました。 

────────────────・───・───────────────── 

○議長（野口俊明君） 次、4 番、杉谷洋一君。 

○議員（4 番 杉谷洋一君）  はい。では、議長。私は今回本町のまちづくりとい

うことで、町長にお伺いしたいと思います。 

 まあこの問題に入る前によく町長は、よくこういう問題はなかなかいい特効薬が

ないとか、やなことで、いうようなことをよくおっしゃるわけなんですが、私はこ

のまちづくりはですね、本当にいい特効薬ちゅうのは、おそらく私も無いと思いま

す。が、しかしこの特効薬ちゅうのはですね、そのへんから買ってきた特効薬は全

然効かん、よその真似事じゃあ。それはやっぱりですね、本当に行政と、まあ町長

がトップ町長として、トップとして行政と住民がですね、一体となって特効薬作っ

ていくもんだろうというふうに私は思っております。 
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そこでじゃあ、質問させていただきます。わが国では、年金問題・高騰する医療

費が絡む医療制度あるいは地域格差、食の安全問題、心の疲弊問題、中心市街地の

衰退、地域施設の管理運営問題、これは日本全国どこともこういう施設で苦しんで

おります。東日本の大震災による原発事故の問題があり、さらには経済的に円高・

株安など、諸問題が山積しています。背景には、経済のグローバル化と地域間競争

の激化・地球環境問題の深刻化・地域産業の衰退・少子高齢化と人口減少の進行・

国と地域自治体の深刻な財政事情など各種の要因がからみ社会が疲弊してきていま

す。 

私たちの町も、生活様式の多様化・都市への若者流失で地域社会に対する帰属意

識が薄まり、地域が持っていたふれあいや連帯感が失われつつあります。青年層の

地域への愛着心が希薄化してきております。次世代を担う人材が不足し、少子化は

集落維持にまで影響を及ぼしはじめてきています。 

本町は、見上げれば秀峰大山、振り返れば紺碧の日本海、この自然・風土は私た

ちに独自の豊かさと文化、農林水産業や観光業などを中心とした産業を育んできま

した。私たちの町では、いつか見た情景、美しい自然に囲まれた田舎の暮らしを残

し、私たちは、現在、揺り戻しの時代に直面し、本能的に「自然への回帰」「心の回

復」をしようとしています。集落内の高齢化と人口減により活力が低下するなか、

この素晴らしい自然に囲まれた町で、次世代を担う子どもたちが思い出をつくり、

町民が楽しく「安心・安全」で心豊かな生活を送るため、地域の助け合いが益々私

は必要となってきておると思います。 

そこで町長に一つ、大山町総合計画、後期基本計画の「町民と行政の協働のまち

づくり」の進捗状況はということで、まあ一つは施策形成過程等における町民参画

の推進を図るとあるが、町民意見収集の制度化はどのようになっていますか。二つ

目、町民が主体となった自治組織を目指すとあるが、既存の住民自治組織の活動の

支援状況と集落リーダーの人材育成はどうなっておりますか。住民と行政が協働し

て活力ある集落づくりを目指すとあるが、集落の健康診断の結果並びにその活用は

どのようになっておりますか。以上、町長の所見をお伺いいたします。 

○議長（野口俊明君）  町長 森田増範君。 

○町長（森田増範君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君） はい。杉谷議員より、大山町総合計画後期基本計画の町民

と行政の協働のまちづくり、これの進捗状況はということにつきましてお答えをさ

せていただきたいと思います。 

まず一つ目の施策形成過程等における町民参画の推進を図るとあるが、町民意見

収集の制度化はということについてでございます。既存の制度といたしまして、聞

く耳ＢＯＸ、あるいは町長への手紙、町のウェブページによります目安箱、あるい
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は集落のほうに出かけさせていただいております町長の出前座談会や集落行政懇談

会、あるいはテーマを定めたところの各種委員会の設置や意見交換会の開催、また

これまで各課で任意に実施しておりましたところのパブリックコメントの実施要綱

を 9 月 1 日から施行しておるところであります。 

二番目の町民が主体となった自治組織を目指すとあるが、既存住民自治組織の活

動の支援状況と集落リーダーの人材育成はということと、三つ目の住民と行政が協

働して活力ある集落づくりを目指すとあるが、集落の健康診断の結果並びに活用は

ということにつきまして、関連がございますので合わせて答弁とさせていただきた

いと思います。 

まず、集落に軸足を置いたまちづくりを進める中で、「集落の健康診断」の呼びか

けを当初より進めてまいりました。現在 50 を超える集落で、ワークショップなど話

し合いが行われ、集落の現状や将来について考えていく意識の共有化ができてきて

いるものと存じております。また、その結果として、問題・課題を解決するための

活性化事業に取り組む集落には、「大山町地域活性化支援事業交付金」、この取り組

みで支援を行っているところでございます。「集落の健康診断」は話し合いのきっか

けづくりでございまして、意識の共有化ができ、問題・課題の解決へ向けて、集落

内で十分計画を練って、事業の実施をしていただいているところでございます。今

年度は、11 の集落で交付金を活用して事業を展開していただいております。その活

用につきましては、交流を目的とした事業が多く見られます。もっと集落内で交流

が必要であるということがそれぞれの「集落の健康診断」で行なわれた時に必ず出

てくる問題でもございます。人口減少や少子高齢化が進む、そういった集落機能が

低下をしていくなかで、なんとか集落を維持し、いこうということで計画され、あ

るいは実施をされてきているものと感じているところであります。また、自主防災

やあるいは地域のブランド作りへの取り組みもございます。このような事例を見ま

すと、集落では守りから攻めへと転じていく傾向が、あるいはその取り組みが進ん

でいるものと感じております。 

また、ご質問のございました集落リーダーの人材育成についてでございますけれ

ども、現在まちづくりでは特に、取り組みを進めてはございませんが、集落活動等

を展開をしていくなかで、適材適所的に人材が育っていく、そういった実例が多く

ございます。そういった方々と連携を強めてまいりたいと考えております。以上で

す。 

○議員（4 番 杉谷洋一君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。 

○議員（4 番 杉谷洋一君）  えー先ほど町長にご答弁願いましたけど、ダブること

があろうかと思います。まあ町長、私はですね、町長はどのような基本姿勢でどの

ようなスタンスで、将来この大山町トップリーダーとして作っていかれるかという
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ことを今日はお伺いするもんであります。まあ、小さいことをですね、どうだ悪い

だといいだちゅうことはあまり言いたくはありません。まあ今日はそういうことで、

議論がかみ合った、本当に町民が、夢がある答弁を一つよろしくお願いいたします。 

 そこで、まあ元気な集落は、集落を何とかしたいという思いを持った元気な人が

いて、集落にある資源を最大限に利用し、人々の生活を維持し、改善し地域社会と

しての自治自立の機能を整え、持続的発展の可能性を創造していくことが大事であ

ろうかと思います。 

 そこで最初にですね、地域自治、最初はですね、いいアドバルーンが上がりまし

た。こりゃあ大山町は素晴らしい町にならへんかなと私も思いました。だがここに

きてちょっとアドバルーンもちょっと落ち加減では、違いますか。そのあたり町長

どのように考えておられるのか、ご答弁をお願いいたします。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  杉谷議員のほうから地域自治、地域の住民の皆さん方によ

りますところの取り組み、そういったアドバルーンが弱まっているんでないかとい

うようなご発言でございますが、決してそのように私は思っておりませんで、ご存

じのように、地域自治あるいは地域の元気といいますのには、やはりそこに生活さ

れる方々の意識の高まりがなければ、やはり一つ一つ実っていくものではないと思

っております。今、集落健康診断であったりとか、あるいは集落で解決が出来ない

問題、広域的な視点でなければならないという中でのまちづくり推進員さんの会で

の取り組み、そういったものが着実に昨年より 21 年よりも 22 年、そして 23 年と、

着実にその取り組みの質が高まってきておりますし、そういった思いを持っておら

れる方々がかなり広がりつつあるというぐあいに考えておるところでありまして、

決しておっしゃるような思いを持っていないというのが現状であります。 

○議員（4 番 杉谷洋一君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。 

○議員（4 番 杉谷洋一君） まあ、私の思い違いだったかも分かりませんが、町長

は少しずつ上に上がってきておるというようなことで言っておられますので、まあ

安心しておるところです。 

それとですね、町長、まあ町長が前から地域自治も大事だけど、町長の懇談会も

大事で町民からいろんな話を聞きたいというようなことでですね、既に何部落から

の集落の座談会も行なわれました。またこの 1 階にはですね、町民の声ということ

でですね、ボックスも設けてあります。まあそういうなかで、まあなかには、町は

どうしとる、この頃不祥事が多いじゃないかと、まあそういうお叱りもあろうかと

思いますけども、そうではなくしてですね、まちはどういうふうにまちを作ってい

ったらいいじゃないのというやな声もあろうかと思います。そのあたりでですね、
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町長はですね、どういうとこ感じておられ、またそういう中で、今後どのような町

政を持っていきたいというような考えておられるのか、お聞かせいただきたいと思

います。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  集落の行政懇談会ということについてのご質問かというぐ

あいに思っております。この取り組みを 21 年度、22 年度と続けて、今、23 年度に

なるわけですけれど、進めております。取り組んでおります内容等については、少

し担当課のほうからも触れさせていただきたいと思いますけれども、この取り組み

のなかで、特に住民の皆さん方と直接話をさせていただきます。集落のほうに出か

けていただくなかでのお話しでございますので、本当に集落の中でも身近な、こう

いったことが困っているんだ、こういう課題があるんだ、あるいはこういうことで

大いにやろうと思ってるんだというような生の声を聞かせていただきます。非常に

有意義でありますし、現場の状況ということが、本当に把握させていただくのに、

大いに役立っておりますし、町政への反映に結びついているものでございます。 

特に私がそうかもしれませんけども、合併いたしましてから、集落が 168 も集落

がございます。全ての集落の行政懇談会でということになかなかならないわけでご

ざいますけれども、進めておりますポイントとしては、やはりこの集落には、防災

組織が、自主防災があるんだろうかとか、あるいは高齢化の問題がどうなんだろう

かとか、あるいは中山間地、農地・水のこういった取り組みをされているんだろう

か、そういったところにできるだけ町としてのやはり集落は、皆さん、行政もしっ

かりやりますけども、自分たちが住んでいるところは、自分たちがやっぱり考え、

育て守り、次に世代につなげていく、そういった視点での話し合いをやりましょう

というようなことを繰り返し進めております。集落の中で、やはりこういろいろな

テーマを抱えながらですけども、先ほど杉谷議員もおっしゃいましたけども、やは

り村の中でのコミュニケーション、今震災とか災害とかで大きく集落の中での自治

会のなかでの支え合い、あるいは助け合い、絆ということがクローズアップされて

おりますけども、このことを踏まえても、やはりこれまでやってきたこの取り組み

ということについては、間違っていないということを改めて感じていますし、これ

をもっともっと着実に展開していかなければならないというぐあいに考えておる、

感じているところであります。 

○議員（4 番 杉谷洋一君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。 

○議員（4 番 杉谷洋一君） えーとですね、今、企画課長が目をぱちぱちされまし

たので、そこでですね、わたしこの健康診断の進捗率がですね、先ほど町長は 168

も集落があるという中で 50 というのはですね、ちょっと私はまあ悪いんではないの
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かなというふうに思うわけでして、そこはどういう問題点があるのか、あるいは進

捗率向上にはどのような対策を今後考えられていくのか、お答えください。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  担当課のほうから述べさせいただきたいと思います。 

○企画情報課長（野間一成君） 議長、企画情報課長。  

○議長（野口俊明君）  野間企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君）  お答えさせていただきます。集落の行政懇談会で

はなくって、集落の健康診断のお話しでございました。行っていただいております

ワークショップを行っていただいております集落は 51 ということで説明をさせてい

ただきましたが、「集落の健康診断ってどげなもんだいや。話、聞いたるがな」って

いうふうな話をいただいております集落が、これが 22 年度で 53 の集落がございま

したので、そこにはお話しをさせてもらいにお邪魔をしております。 

それから先ほど町長が申し上げましたが、町長の集落行政懇談会は、集落の行政

懇談会じゃなくて集落の健康診断等の取り組みがないところにお邪魔をさせていた

だこうということでやっておりますので、その件数は 22 年度は 24 集落にお邪魔を

させていただいておりますので、まあ十分ではございませんが、それなりの取り組

みになっておるというぐあいに理解しております。以上でございます。 

○議員（4 番 杉谷洋一君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。 

○議員（4 番 杉谷洋一君） じゃあ、次進みます。まあまちづくりは、住民と行政

が一体になって作るものと私は考えます。まあ先ほど町長もチラッと話の中にあり

ましたけども、行政だけで依存するものではなくして、やっぱり自分たちの暮らし

は、あるいは集落づくりは自分たちで守り育てていくのが、私は基本であろうとい

うふうに思います。だけど、そうはいってもですね、なかなかですね、そこに至る

までは時間もいろいろ掛かります。行政は、住民の地域活動への財政支援をできる

だけいろんなところに細かくばら撒くではなくして一元化して欲しいし、また各集

落の健康診断などの取り組みをですね、行っているところのですね、モデル集落と

いいますか、こういうことをすれば、集落が活性化してるんですというようなこと

をですね、この 3 チャンネルで流したり、あるいは広報紙などで情報発信の提言を

私は大いにしていくべきであろうかと思います。合わせて住民と行政が本当に一体

となった、なるためにですね、私はその集落担当のですね、職員配置などのですね、

人的支援の仕組みづくりが必要かと思います。また事業、そういう集落の中でもい

ろんなことをするにあたっての事業支援の提供も必要かと思います。  

そこで質問します。まちづくりは住民参加、住民主体が必要であるが、現在は私

はまだ基礎づくりの段階だろうと思います。僅か 2、3 年間、何年間の間ですね、立
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派になれば、そりゃあ日本から、日本中からですね、大山町いってみればすべてま

ちは立派になるんだぞということなら、それはなかなかならん。そこで、段階でね、

行政のですね、協力的なですね指導が私は不可欠であろうかと思います。まあ今後、

そういう取り組みはですねどうか、まあ企画課だけがですね、まちづくり考えてみ

たってどうしようもならん。だから集落担当の配置など、行政からの人的支援の仕

組みづくりが不可欠であろうかと思います。まあ伯耆町あたりはですね、パートナ

ー職員制度ということで、まあこれはですね、まちづくりとちょっと違ってですね、

行政のいろいろな要望あるいは相談というようなことがあるわけなんですが、そう

いう中にもですね、まちづくりはどうしたら、やってきていいのか、自分たちの集

落はどうすればいいのかと、まあそういうヒントもいろいろやっていくうち、いろ

いろヒントもあろうかと思います。 

 まあ特にその住民、主人公の、特に上から目線でなくして、下から目線のパート

ナー職員制度、大山町で取り組んだらどうでしょうか。まあ先ほど小原議員もちょ

っと触れちょられたんですけど、まあわたしはそういう若手の職員ですね、特にそ

の成果主義、やる気のある思い切った職員にはですね、思い切った抜擢、あるいは

やなことを考えながらですね、特に職員のやる気を育てていきたらと、まあそりゃ

あ、抜擢っていってもですね、経験年数が必要とか先ほどもあったんですけど、だ

けど若い職員という、本当にやる気のある職員をこういうところでもまちのいろん

なことを聞きながら育てていくのも大事かと思います。まあ若い職員さんも入った

ときには、わたしは町民の公僕として頑張りますと言っておられるんだけれど、い

つとはなしに、あれっどこに行ったのちゅうような感じになって、そういう職員を

ですね、わたしは大いに育て、やる気のある職員を作ったらと思うんですけど、そ

のあたりは町長、どういうふうに思われますか。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  たくさん述べられましたので、そこの話の中のポイントに

つながるかどうかというぐあいに思いますけれど、先ほど申し上げられましたよう

に、今基礎づくりの段階であると思っております。特に合併をいたしましてから今 7

年目ということになりますけれども、特に行政と住民の皆さん方が、少しずつこう

遠くなってきているというような声もいただく中で、やはり身近な行政という視点

も含めて、この取り組みを進めているところであります。 

 集落の健康診断の取り組みを進めていこうという時のスタートについては、167 集

落あるので、先ほどおっしゃいましたように、この集落が本当にこぞって健康診断

を進めていこうということになると、とても担当課だけではまかないきれないとい

うことで、担当課を中心に、基本的には全職員にそのワークショップに出ていくと、

あるいはそういった支援に取り組んでいくというような考え方をもって事前の研修
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をしたりした経過も実はございます。 

 ただまあこれを進めていく形の中で、やはり集落の中でもさまざまな考え方があ

ったり、思いがあったりしておりまして、進んでいるところ、あるいはまだ様子を

見ておられるところがあるわけであります。まあこの取り組みを 1 年 1 年進めてい

く中で、先ほど申されましたようにモデル的にどんどん活発にやっていかれる集落

も出てくるわけでございますし、それをみておられる場面もあろうと思っておりま

す。まあ集落によっていろいろなケースバイケースがありますので、早いところ取

り組むのがよしとするということではなくって、結果的にそこにお墓があって、自

分たちが生活をして次の世代につなげていくという基本的なことは変わらないわけ

でございますんで、一つ一つ集落の思いの中で、周りの状況を感じていただきなが

ら、自分たちの村のことをしっかり考えていかいやということが、徐々にこう広が

っていくという形になればと思っております。 

その中で、もう一点、職員の配置ということ、あるいは下から目線というお話し

もいただきました。現在、集落の健康診断という位置づけはなく、いわゆる集落で

取り組めれない、校区単位、広域単位、取り組んでいこうという形の視点での取り

組みをまちづくり推進員さんに、お世話になっていろいろ議論をしていただいてお

ります。ここも早く進んでいるところ、それから、ようやく 6 月ころから立ち上が

っているところもございます。ただこの取り組みを進めていくなかで、今年が 3 年

目の任期ということになります。今後どのように展開していくかということが、大

きな課題になってきております。また後ほど別の議員さんのほうからも質問がござ

いますので、そちらのほうでも話しさせてもらうことになろうと思いますので、多

くは触れませんけれども、そういったまちづくりの推進員さんの活動をさらに充実

をして、あるいはこう形として進めていく、そのための職員の配置ということもや

はり検討していかなければならないテーマであるというぐあいに承知しておるとこ

ろでありまして、来年に向けてそういった取り組みを検討してまいりたいというぐ

あいに考えておるところであります。 

○議長（野口俊明君）  杉谷議員の一般質問の途中でございますが、ここで休憩い

たします。再開は 10 時 55 分といたします。休憩いたします。 

午前 10 時 45 分 休憩 

午前 10 時 55 分 再開  

○議長（野口俊明君）  再開いたします。続いて 8 番、あっ、4 番 杉谷洋一君。 

○議員（4 番 杉谷洋一君） はい、議長。びっくりして終わりにしようかなと思い

ましたけど、やります。えーとですね、時間もまああと 30 分位ありますので、早く

やりたいと思います。まちづくりは私はですね、本当に人づくりだと思います。強

力な集落リーダーや、良き協力者、あるいは理解者の人材育成が求められると思い

ます。それにはですね、やっぱり自分たちのまちをよく知り、また町の、ただ村か
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らああせえこうせい、じゃなしにですね、やっぱ町のですね、経済や町の施策を知

ってですね、まあそういうまちづくりちゅうのが、私は大事かと思います。まあそ

れには、あるいは、町が研修会や講演会や、先進地視察などが必要あると考えるが、

どう考えられますか、町長。 

 それから私はですね、まあ別に田舎は田舎の良さを全面に前に押し出したまちづ

くりがいいかと思います。何も東京のど真ん中の新宿のまちづくりをしようかなと

いうような話ではなくしてですね、まちづくりやそういう田舎のですね、人情豊か

で思いやりがある助け合いのまちを作ることがですね、住み良いまちになるかと思

います。また行ってみたいまち、また安心安全なまち、それにはですね、このごろ

総理大臣がよく言っておるドジョウ、ドジョウのようにスマートじゃなくていい、

泥臭い粘り強い地についたまちづくりが必要かと思います。まあ本当に華やかなハ

コモノではなく、ハードからソフト、特にまあ教育だ、介護だ、交通だ、保険だ、

福祉だ、環境だ、その地味な施策、それが大事かと思います。そういうのをですね、

取り組んだまちづくりというのが大事、まあここでちょっと余談かも分かりません

けど、ちょっと一言触れさせてもらいます。 

大山町の教育というのはですね、まあこの間も教育民生で学校周りを回りました。

どこの校長さんも言われること、「大山町の教育は凄いですよ」って。「凄い環境で

すよ」と皆さんが言われます。それから今のこの間見た、保育所、英語の保育士さ

んですか臨時さんですか、がおられて大山小学校の子どもにですね、英語で歌をう

たったり、小さい子でも英語で喋りよーるですがん。いやぁ、私が分からん英語で

喋りよ－るですがん。だからね、こういうね、本当の大山町のね、悪いところばっ

かりでないですよ、いいところたくさんあるんですよ。そういうことをですね、私

はですね、もうこの西部圏域の中で、大山町に来られたらこれだけ教育も立派なん

ですよ、これだけ児童の、ああ、保育所の、が立派なんですよ。米子なんかやって

いませんよ。こういうことをすることによってですね、私は大山町に、「住むなら大

山町」という定住化人口が増えるかと思います。まあそこで町長、今言った 2 つの

ことちょっとご答弁お願いいたします。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） はい、たくさん喋られましたので、2 つというポイントがち

ょっと感じとれていないところがあるかもしれませんけども、講演会先進視察的な

ところの話が一つだったのかなと思いますが、おっしゃるとおり、そういった取り

組みは必要だと思っております。ただそれを進めていくなかで、どのような方々を

対象にしていくのか、あるいは進めていくなかでそれを基にしてどのように展開を

していくのか、そういったやはりプランづくりといいますか、スケジュール的なも

のが、私は必要だとうと思っております。まあ、現在、集落の健康診断やまちづく
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りの推進員さんを中心とした、本当に身近なところからの取り組みを進めていこう

ということで、一つひとつその成果があがってきておるところでありますし、また

課題もあるわけでございまして、そういった課題を解決していくためにも、先進地

の視察は必要だろうと思いますし、あるいは講演会といったことも必要になってい

くんだろうなと思っております。今この時期にどこでどのタイミングでやるという

ことについては申し上げれませんけども、こういった取り組みを、集落の取り組み、

あるいは広域的なまちづくりの取り組み、進めていくなかで、講演会であったりと

か、シンポジュームであったりとか、あるいはそういった活動をされておられます

ところからの、ポイントになりますところの先進地視察のことであったりとか、そ

れこそ議員おっしゃいますように、活動していただいております、あるいはこう展

開しております委員さんや、集落のほうの方々と、意見も聞かせてもらいながら、

どういったことがいいのかということを踏まえながらですね、進めていったらいい

のかなと思っております。 

 それから魅力あるまちということのなかで、ドジョウの話やいろんなことがあり

ました。教育の話もございました。大山町本当に素晴らしい景観の中でその取り組

みも教育も含めて、あるいはまちづくりも含めて、そして海から日本海まである、

大山から日本海まであるという素晴らしい立地を含めて、非常に恵まれたまちだと

思っております。そういったものをしっかりと活かしながら展開をしていくという

ことが、今進めておりますところのまちづくりであると思っておりますので、今や

っているところ一つひとつ、さらに充実をして磨いていくということかなと思って

おります。で、わたしはドジョウの話が出ましたので、申し上げますけれども、以

前からいろいろな取り組みをしていくにあたっては、しっかりとした土づくり、い

い種を蒔いても、やはり土づくりがしっかりしていなければ、それが芽が出て花が

咲いて実が、いい実がならないという話をさせていただいております。土を耕すと

いうこと、土を作るということは、やはり人、一人ひとりの意識をまちづくりに向

けての高めていくということでもありますし、おっしゃいますようにそういった

方々をどんどん増やしていく、ところの人材育成、ということにもつながって行く

んだろうと思いますし、現在取り組んでおります教育であったり福祉であったり、

産業であったり、さまざまなまちづくりの取り組み、これを着実に進めていくとい

うことだろう思っております。で、そこの根っこの部分は、やはり行政がいろいろ

とその取り組むを進めてまいりますけども、住民の皆さん方、町民の皆さん方、そ

の方々との一緒に汗をかいていくという視点であろうと思っております。土づくり

という場面では、住民の皆さん方の意識をさらにさらに高めていただいたり、グル

ープ活動を盛んにしていったりということが必要かなと思っております。以上です。 

○議員（4 番 杉谷洋一君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。 
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○議員（4 番 杉谷洋一君） まあ先ほどのなか、特にですね、教育と保育、本当に

大山町は素晴らしいです。やっぱりこれはですね、どんどん自慢してですね、西部

圏域の中でも、大山町素晴らしいだ、どんどん私は PR して欲しいなというふうに思

います。 

 えーそこで、まあ交流人口が増えれば、入れ物を作ればまちが活性化するといっ

た誤った答えがある、まあこれはですね、専門家あたりでもですね、そげしたらま

ちが活性化する人と、そうではないよという人の専門家、いろいろと分かれておる

ところなんです。まあ要は私から言えばですね、定住化人口を増やさねば、いい施

策ではないかなと思います。行政が作りあげた入れ物を提供するではなくして、や

はり住民と行政が一体となった粘り強いまちを作り上げていくことが必要ではない

かなと思います。それには、住民と行政が一緒になって、よく町長が言われる一緒

になって汗かいたり、涙流したりと、そういうことで、することによって、まあさ

っき言ったドジョウのようにですね、泥臭い、粘り強い住民と行政が一体となった

まちづくり、私は、物をつくるなら、やっぱりそこの中のプロセス、どういう過程

でまちを作っていくかという、そういうことを大事にしながらのまちづくりが必要

かと思います。 

まだちょっと時間がありますので、去年、総務委員会で安芸高田市の川根地区に

視察に行ったり、あるいは隠岐島の海士町というところに視察に行きました。両方

の地区とも、この間議員の西部地区の、ああ西伯郡の議員研修の中でも、この地区

は素晴らしいんですよと、いう事例を出されて、話も専門家の人がされておりまし

た。まあここはですね、本当にですね、高齢化率も高いんだけども最近はですね、

人が集ってきよるです、ここはね。特に海士町あたりは都会のほうから、200 人ぐら

い漁師さんになったり、あるいは牛を育てたりという、そういうまちです。まあ大

山町もですね、是非そういうですね、本当に人がもっと住んでくれる町というのを

ですね、作っていただきたいなと思います。 

まあ、最後に質問させてもらいます。まあ、私はですね、現在のわれわれの年代

のですね、まちづくりもそれもいいことだと思います。がしかしです、将来を見据

えた次世代を担う子どもたちに対するまちづくり、育成は、私はこれは大事なこと

だと思います。子ども向けのよくある大山学検定というようなことですね、子ども

たちによう大山を知ってもらったり、あるいは体験学習により、子どもたちが素晴

らしい大山町の思い出を作ったり、まあそうすることによって将来大山町の帰属意

識が高まり、定住化につながるまちかと思います。例えば子どもとお父さん、お母

さんが中心になった子どもたちの思い出づくりのまちづくり、大山町の各地の素晴

らしい自然・歴史・たくさん財産があります。そういう歴史探索、あるいは自然探

索、あるいは面白建築探検隊といった素晴らしい大山町を探して、ふるさとのそう

いう物語を見つけたりということを思うわけなんですけど、まあ最後に町長、こう
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いうことを含めて今後町長はどのように大山町をトップリーダーとして、リーダー

として作っていかれるのか。そういう町長に質問して、この質問を終わりたいと思

います。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  最後の質問ということでございますが、まあ学習あるいは

教育ということが、たびたび触れておられますので、まあ現在取り組んでおります

ところの、あるいはこれからの考え方ということで、教育委員会のほうからも少し

時間があればしゃべってもらうことも必要かなと思いますけども。まあそこは判断

に任せたいと思います。 

まあいろいろと話をされましたけれども、やはり大山町のこの魅力あるまちづく

り、これは度々おっしゃいますように、この国立公園大山から日本海まであるとい

うこの素晴らしい立地、自然、歴史、文化、その中に位置するところのやはり大山

の恵みを受けたさまざまなまちづくりの展開であると思っております。それは産業

であれば、やはり農林水産業と同時に、観光交流といったことでありますし、商工

関係の取り組みもあるわけでございます。いろいろな取り組みを進めていくなかで

やはりこれからの方向性のなかでは、交流人口を増やしていく形のなかで、先ほど

おっしゃいました人口をいかにして増やしていくか。定住化を増やしていくかとい

うこと、若者がいかに、この大山町に入ってくるか、留まってくれるかということ

であろうかと思っております。と、同時に、やはり安心安全といいますか、子育て

の環境という意味合いで、先ほど来から話をしておられますように、子育て環境と

いうことのなかでも、教育委員会の現在取り組んでおりますところの取り組み、こ

れをさらに充実していくことであろうと思っております。 

 特に大山町の場合は、幼児教育課がございますので、保育所、学校、そして社会

教育、生涯教育、本当に子どもが産まれてから、子育てという関わりを教育機関で

対応しているという素晴らしい環境もあるわけでして、その状況も先ほど来からお

話しをされている成果だと思っております。 

大きなお話しでありますので、まちづくりのなかの基本はやはり、住民のそうい

ったさまざまな取り組みを行政のほうでも、進めていきますけれども、原点のこの

テーマの中の基に戻りますけども、住んでいただいております住民の皆さんの参加、

あるいは集落からの発進、グループの取り組み、大山町ではどっちかというとグル

ープ活動、あるテーマをもって一緒にやっていかいやという先ほどからたびたび話

がありますけども、そういったグループ活動、組織活動が私は、弱いのではないの

かなと思っております。そういったことの育成ということもあります。こういった

組織育成につきましても、先ほど申し上げておりますところの、大山町の地域活性

化支援事業交付金、これも集落の取り組みもそうですけれども、グループの活動も
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対象になるわけでございまして、いろいろな思いをもってまちづくりに参加したい

という方々がグループを作って、あるいはそういった思いを持ってまちづくりに参

加してもらう。行政も一緒になってそれの支援をし汗をかいていくということ、そ

の一つ一つの積み重ねではないのかなと思っております。やはり、これはいい施策、

提案があっても、土づくりの部分一緒になってこう取り組んでいこうという熱い思

いをたくさんの方々と共有をして、進めていくということがまず一歩一歩一番大切

ではないのかなと思っております。話の中に出ていました地味なということがござ

いましたけども、やはりそこが地味であるかもしれませんけども、着実な一歩一歩

だと思っておりますので、そういったところに引き続き力を入れて頑張っていきた

いと思っておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。教育委員会の

ほうでもしあれば、お願いします。 

〔「でも質問のあれにはなっていない」と呼ぶものあり〕 

○議長（野口俊明君）  ないですけど、あれば許します。 

○教育委員長（伊澤百子君）  じゃあ、議長。 

○議長（野口俊明君） 教育委員長 伊澤百子君。 

○教育委員長（伊澤百子君） では、ただいまの杉谷議員さんのご質問といいますか、

非常に大山町は学校教育の現場頑張っていると、中身もいいと、素晴らしいといっ

ていただきましてありがとうございます。本当に私たちも子どもたちこそ大山町の

財産だというふうに思って、保育所が教育委員会の管轄になりましてから、特に保

育所を含めまして、いろいろな施策に取り組んでおります。もちろんハードの面で

もいい施設にしておりますし、中身につきましても、いろいろな形で取り組んでお

りまして、今おっしゃいましたふるさとを愛する、大山町を愛する子どもたちを育

てていくというところでも、ふるさと教材というのを作ってご存じのように、今そ

れを各学校でもいろんなところで使っていただいておりますし、また地域の皆さん

にいろんな形で、保育所や学校に関わっていただいております。そうやって、地域

の皆さんに愛される、素晴らしい大山町の教育を目指して、頑張っているところで

すので、これからもよろしくお願いいたします。お答えにはなっていないかと思い

ますが。 

○議員（4 番 杉谷洋一君）  はい、議長、以上で終わります。 

○議長（野口俊明君）  これで杉谷洋一君の一般質問は終わりました。  

────────────────・───・───────────────── 

○議長（野口俊明君）  次、3 番、大森正治君。 

○議員（3 番 大森正治君）  日本共産党の大森正治です。まず、はじめに台風 12

号の豪雨によりまして被災されました関係者の方々に対しましてお見舞い申し上げ

ます。 

私の今回の質問 2 問ですが、まず一つ目としまして、学校給食調理室、学校、保
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育所の暑さ対策について質問いたします。 

近頃の日本の夏のこの暑さ、本当に尋常でない日が続きます。特に去年は猛暑が

続いて、熱中症で死亡される方が相次ぎましたけども、まあ今年は幸い去年ほどで

はないにしてもですね、早い梅雨明けによる 7 月初旬からの暑さとか、それから 9

月に入ってからのこの先週辺りの残暑っていうのは、厳しくて、不快な日が続きま

した。そのためにですね、学校給食調理室や学校現場、そして保育所現場、ここで

は、職員の過酷な労働が強いられたり、子どもたちが快適に生活できなかったりし

ている現状もあります。 

そこでまず、学校給食施設についてですが、現在空調設備、ここでは冷房の設備

っていうことですが、この冷房設備がないのは、中山小学校の調理室とそれから名

和給食センターの調理室です。夏の室内気温はかなり高温になり、給食を提供する

場としては適切ではない環境と言わなければならないじゃないかっていうふうに思

いました。特にですね、中山小学校の調理室は、かなり劣悪な環境じゃないかと、

例えばこの汗がしたたり落ちるような調理室のようですが、そういう環境の下では、

時には熱中症寸前である頭痛とかめまいがあると、職員さんの、ということも聞い

ております。 

それから調理室は子どもたちにおいしい安全な給食を保障する現場であるわけで

すから、こういう調理室の環境というのは一刻も早く改善すべきではないでしょう

かね。現在大山給食センター、それと中山中学校の調理室には、冷房設備があるわ

けですが、冷房設備のない所とある所のこの調理室環境の格差、このことも問題だ

ろうと思います。こうした状況を早く解消することは、教育行政の責務ではないか

というふうに思います。 

 次に学校や保育所についてですが、中山小学校と大山西小学校を除く町内小中学

校の普通教室や保育所の未満児以外の保育室には、冷房設備がありません。そのた

め子どもたちは暑さと闘いながら学習したり生活したりしています。熱帯地方のよ

うな日本の夏に、町内の公的機関で今やこの冷房設備がないのは、この 5 校の普通

教室と保育所の保育室だけのようです。先ほどから出ていましたけども、この子育

て行政推進の立場からもですね、大山町の子どもたちが学校や保育所で快適に学習

したり生活したりできるよう、保障することは大切ですし、またこれは行政の責務

でもあります。そしてまた熱さ対策の点で、学校間格差があり教育の機会均等の観

点からも問題であります。 

そこで次の点について伺います。一つ目としまして、冷房設備のない学校調理室

に対して、調理職員の過酷な労働を解消するために早急に対策を講ずるべきと考え

ますがいかがでしょうか。 

二つ目として、学校の普通教室や保育所の保育室の夏場の環境についてどう認識

され、今後どうしようと考えていらっしゃるのか。この 2 点について伺います。 
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○議長（野口俊明君）  教育委員長、伊澤百子君。 

○教育委員長（伊澤百子君）  大森議員さんのご質問につきまして、はじめに「空

調設備のない学校調理室に対して、調理職員の過酷な労働を解消するために早急に

対策を講ずるべきと考えるがどうか」とのご質問にお答えをいたします。 

ご指摘のとおり、中山小学校の給食調理室、名和の給食センターの調理室には、

換気扇以外の空調設備はございません。火を使う場所でもあることから、近年の猛

暑の中では、室内がかなり高温になる状況があるということも把握しております。

職員の皆さんは大変暑い中をご苦労いただいて、子どもたちのおいしい給食のため

に頑張ってくださっているというふうに思っております。中山小学校の調理室につ

きましては、窓ガラスに遮光フィルムを貼るなどして、室温の上昇を少しでも防ぐ

努力もいたしております。建設されてからかなりの年数を経ておりまして、今まで

必要に応じて随時、改修とか取り替え工事などを行いながら、給食調理に関わる環

境改善に努めておるところです。名和の給食センターにつきましても、もともと高

い天井で空間を広くとり、熱がこもりにくい設計となっております。いずれにいた

しましても、これらの給食調理室に、衛生管理に配慮した空調設備を設置するため

には、非常に大規模な改修工事が必要となってまいります。 

このたびの、大森議員さんのご質問の趣旨を踏まえながら、今後の給食調理室の

あり方についても検討していきたいというふうに考えております。 

 次に、学校の普通教室や保育所の夏場の環境についてどう認識をし、今後どうし

ようと考えているかとの質問にお答えします。町内の小学校 4 校の内、大山西小学

校、中山小学校の 2 校は耐震化工事大規模改修の折に、普通教室にも冷房設置いた

しました。また、名和小学校は、教室の中も冷やすことを意図して教室前のあの広

い廊下に冷房を設置いたしております。大山小学校の普通教室には冷房はありませ

んが、天井扇を設置して風を送って、体感温度を下げるようにいたしております。 

このような本町の小学校の空調設備というのは、西部地区の市町村のなかでもか

なり充実しているものというふうに思っております。 

 中学校 3 校につきましては、普通教室に冷房はありませんが、図書室やコンピュ

ータールーム、また広いランチルームにも冷房が設置されております。 

 暑さの厳しい日には、交代でそれらの教室を活用したり、扇風機を購入して風を

充てることで体感温度を下げたりしながら、各学校でいろいろと工夫をして対応し

ていただいているところです。 

 保育所では、「心豊かでたくましい子どもを育成する」という保育方針で日々の保

育を行っております。基本的に、3 歳児以上につきましては、体温調節の機能を高め

るためにも、夏の暑さ、冬の寒さなどに負けないたくましい体づくりをするために

も、保育室には冷房を設置いたしておりません。 

 しかし、体温調節の機能がまだ十分発達していない乳児とか、未満児の部屋には
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全ての、10 園全ての保育所でエアコンを設置いたしておりまして、室内の温度や湿

度を考慮しながら必要に応じて稼働させております。 

 さらに、近年の猛暑への対策として、グリーンカーテンやたてす等で太陽光の遮

断にも心がけております。特に 3 歳以上の子どもにつきましてお答えいたしますと、

夏場、午前中は水遊びとかプール遊び等の活動が中心になっておりまして、それほ

ど冷房の必要性は感じておりませんが、お昼ごはん時とかあるいは午後になると、

暑い日には 35 度前後になることもございます。 

そのような場合は、どの保育所でも、遊戯室など風通しのよい場所に移動して食

事をしたり、昼寝はエアコンのある部屋で行ったりするなどの配慮をしていただい

ております。現在、建設中の拠点保育所大山と中山の拠点保育所につきましては、

まあ近年の状況を考慮しましてすべての保育室に空調設備を設置するように計画し

ていますが、しかし基本的な考え方としてはこれまでと同じであり、エアコンの稼

働は必要最低限にとどめてまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議員（3 番 大森正治君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  大森正治君。 

○議員（3 番 大森正治君） ちょっと分けてさらにお聞きしたいと思いますけども、

まず、やっぱりね、特にひどい中山、ひどいと私は思っています。聞いた範囲で。

その中の中山小学校の給食調理室についてですけどもね、まあ聞きますと先ほどの

認識のとおりだというふうに思いますが、非常に高温になって 35 度前後、あるいは

それ以上にまあなるようでして、それに職員さんしっかり着込んで前掛けもゴムの

ようなのして、から手袋もして、ゴムのここまでのですよね、それからマスクもし、

もうこれだけで暑いですよね。ですからそういう高温の場所に、そういうスタイル

で服装でいらっしゃると、もう汗がやっぱりしっかり出ますよね、ですからこのマ

スクの下のほうにたまるというようなことも聞いておりますし、出る汗を拭けない

ので、肩、こういうふうにしてね、肩の部分で拭うとか、まあそれ聞いただけでも

こら大変だと。まあ衛生には十分勿論気をつけていらっしゃると思うんですけども、

そういう大変な中で、調理の業務をされるっていうのは、やはり良くない、という

ふうに思うんでね、今それに対して私のこの趣旨を踏まえながら、今後の給食調理

室のあり方を検討していきたいというふうに、非常にいつもの答弁のような具体性

を欠いたもんなんですけども、私はこれを人がいいもんですから、本当に前向きに

検討されるというふうに取りたいんです。取りたいんですけども、もうちょっとこ

の具体的にね、どうなのかと、いったいいつまでこういう状況が続くのか、職員さ

んも、そらもういつも気になるところですし、これは職員だけでない、それにつな

がるおいしい給食を安全な給食を待っている子どもたち、そして保護者もね、もち

ろん先生たちもですが、関係するわけですから、そういう将来の計画はどのように

なっているのか。もうちょっと突っ込んだ話を聞かせてください。 
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○教育委員長（伊澤百子君） 議長。 

○議長（野口俊明君）  伊澤教育委員長。 

○教育委員長（伊澤百子君）  ただいまの大森議員さんのご質問につきましては、

教育長のほうよりご返答いたします。 

○教育長（山根 浩君）  議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根 浩君）  大森議員さんのご質問にお答えしたいと思います。ご存

じのように、旧中山町は、それぞれ単独校方式でずっとやってきておりまして、特

に中山小学校の場合は、何十年の歴史があるわけです。はっきり言いまして。で、

おっしゃいましたように、大森議員さん、おっしゃいましたように、確かに施設と

してですね、いろんな面で課題があるということを私たちも認識しておりまして、

例えば平成 20 年には、給食ボイラーの取替えで 128 万掛かっていますし、平成 21

年度は屋上の換気ボックスの取り替え工事で、約 100 万、それから去年ですけれど

も、外部の改修工事で 404 万、それから同じく真空冷却機の入れ換えで 241 万、 

今年で食器の消毒保管庫で 196 万というような形でいろんな形でみていただいたと

思いますけれども、努力を続けてきております。確かに、夏の暑い時っていうのは、

確かにそういうこともあるだろうなということは認識しておりまして、できるだけ

何とかしていい形にもっていきたいという思いは、いっぱいでございますけれども、

金が無尽蔵にあるわけではございませんので、いろんな形でご質問の趣旨を活かし

ながら考えていきたい。まあ今一つ考えられることは、そのスポットクーラー的な

ものが、考えられないかなとは思っておりますけれども、過去地域活性化とか経済

対策の臨時交付金とか、いろんなものがありました。で、それを活かして何とかい

い環境で調理していただこうと、単独校の調理室の良さっていうのは、私も認識し

ておりますので、そういう形で今後もやっていきたいというふうに思っています。

以上でございます。 

○議員（3 番 大森正治君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  大森正治君。 

○議員（3 番 大森正治君） 具体的な話として冷房のね、関係では、スポットクー

ラー的なものを考えているということですが、まあこれもお金との、財政との関係

もあるようですけども。まあ今教育長が答えられたように、その自校方式ですよね、

中山小学校にある給食の良さっていうのは、十分認識しているので、っていうこと

は、単独で将来もできるだけやっていきたいというお考えでしょうか。ちょっとこ

の点をお聞きします。 

○教育委員長（伊澤百子君) 議長、教育委員長。 

○議長（野口俊明君）  伊澤教育委員長。 

○教育委員長（伊澤百子君）  ただいまのご質問につきましても教育長のほうより
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お答えいたします。 

○教育長（山根 浩君）  議長、教育長。 

○議長（野口俊明君）  山根教育長。 

○教育長（山根 浩君） はい、できるだけいきたいというふうに思っております。 

○議員（3 番 大森正治君） はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  大森正治君。 

○議員（3 番 大森正治君） できるだけっていうことは、本当に大事にされている

んだなと、自校方式でやっていきたいということを考えていらっしゃるんだなとい

うことを思いますが、それならばやはり、ここの調理室をしっかりお金を掛けてで

もいい環境にしていくべきじゃないかなというふうに私は考えますので、まあ 

スポットクーラー的な、一時的な方法もあるんでしょうけども、これでは根本的な

解決にたぶんならないと思いますので、大変でしょうが、やはりここは思い切った

予算をつぎ込んでもいいじゃないかなというふうに思います。 

 まあ町長、そのへんもしっかり考えていただいておいていただきたいと思います

ので、先ほど来、大山町の教育はいいと、本当に私は思います。教育条件整備のた

めに、しっかり予算がつぎ込んであるなと。旧大山町からも、私はそう思ってまし

たし、現在もそうだろうと思っておりますので、こういう点でもよりよいものにし

ていくためにもそういう課題と、大きな課題だろうと思いますので、課題をやっぱ

り解消するためにも、本当に大山町の教育は、どこの学校もここの場合は、調理室

ですが、給食調理室は、も、いいというふうにやっぱりしていただきたいというふ

うに思いますので、まあこれ以上は、ちょっと私も追及しませんけども、そのあた

り、本当に前向きの検討をお願いしたいと思います。 

 それから次に、学校関係ですけども、私は、同じでない普通教室のことです。他

の教室、あるいは職員室、これらには、本当に冷房が完備されていて、快適な部屋

なわけですけども、一番児童・生徒たちが日常学習する場合、たくさんの時間を過

ごす普通教室ですね、ここにこの最近の暑い中での環境の中で冷房がないっていう

のは、やはりおかしいということで取り上げているんですけども。 

まず一つは、その大山小学校、具体的に言いますと、ないわけですけども、特に、

大山小学校の場合、管理棟の上に 3 年生、4 年生の教室がありますけども、これ大規

模改修であそこを普通教室にされた。ところが、朝日からずーと当たって、午後は

夕陽が当たるという配置になっておりまして、非常に他の教室と比べて、特に高温

になるということで、子どもたちも先生たちも大変なようですが、まあさすがに暑

さ対策はしなければなりませんから、校長先生も本当に頑張って自ら、屋上に水が、

水道を上げるようにして、これは校内にある井戸を、古くからあった井戸を使って

いますので、料金には関係ないんですけども、そこから水を引いて、屋上にスプリ

ンクラーを撒いて冷やしているというふうな工夫までされています。もちろんブラ
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インドをしたり、送風機もあるわけですが、それでもやっぱり暑い、非常に不快だ

ということですので、せめてですね、せめてですよ、どこの普通教室にも冷房設備

を設置すべきじゃないかと私は考えますけども、まあせめて大山小学校の場合、こ

こだけでも、いち早く冷房設備を完備すべきじゃないかというふうに考えますけど

も、どう考えていらっしゃいますか。 

○教育委員長（伊澤百子君) 議長。教育委員長。 

○議長（野口俊明君）  伊澤教育委員長。 

○教育委員長（伊澤百子君）  ただいまの大森議員さんのご質問ですが、大山小学

校の特に 3，4 年生の部屋が暑いということで、私も実は行かせていただいて、暑い

なというふうに思いましたし、ご苦労なさっているなというふうに思いました。た

だ、この西部地区一円の中で普通教室にクーラーが付いてるというのは、実は大山

町、大山小学校こそついておりませんが、大山小学校を除く、大山西小、名和小、

中山小学校、普通教室についておりますけど、米子を含めて西部一円の中、どこに

もついていないんです。その中で、大山町は非常に先進的にこの暑い時を何とか交

代して、涼しい部屋を授業に使うというような形で、子どもたちに快適な学習環境

をということで、工夫をしていたしております。確かに大山小の普通教室にも、全

てクーラーを付ければ本当にいいなというふうには思いますけれども、まあいろん

な教育に対する考え方も含めまして、今付けておりません。補足は教育長のほうよ

りしたいと思います。 

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。  

○議長（野口俊明君）  山根教育長。 

○教育長（山根 浩君）  今教育委員長さんがおっしゃいましたように、全部ない

っていうわけではなくて、その境港市、いわゆる騒音の関係で小学校とかですね、

騒音の対策でエアコンがある学校があります。例えば弓ケ浜小学校だとかですね、

防衛施設庁の関係であるところありますけれどね、それは極々非常にまれなところ

だというふうに思ってください。 

 それからお尋ねの大山小学校の 3 年、4 年の件でございますけれども、これは去年

大規模改修やったわけですけれども、その時にですね、この 3、4 年のここの職員室

の上に持ってくるのはとても暑くなるというのは、私も言いました。言ったですけ

れども、学校をあげてですね、あそこに図書室があったわけでして、あれをいい図

書室を教室棟のほうに持ってきてですね、ここに教室を造りたいということで、本

当暑くなるで、ってことはなんべんも言いました。学校としてどげなことがあって

もこっちにしてくれということだったのでですね、私は認めた経緯があります。で

すので、いろんな形で、頑張っておられるというのも知っておりますけれどもです

ね、ご存じのように、日本は夏を旨として家を建てるべきだっていうことをいつも

言われます。で、風の通りなんですね。で、やっぱり風の通りというのを一番大事
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にしてあります。ですからたいてい南向きに向いております。南北に向いて建って

います。風の通りがあるためだろうと私は思っております、みんな。大山西にして

も中山にしても、そうなっております。で、昔の子どもはみんな我慢してですね、

暑かったでしょうけれど、扇風機もありませんでした。頑張っております。もちろ

ん扇風機はありますけれども、スプリンクラーで水を撒いたりとかですね、いろん

なことはあるわけですけれども、あれだけ頑張ってですね、やられたわけですので、

まあ当分の間、確かに暑いだろうと思いますし、いろんな工夫をせないけんと思い

ますけれど、将来的には、いろいろ考えるとしましてもですね、ここ 1、2 年で大山

小学校のあのところにエアコンを付けようという思いは今思っていません。 

○議員（3 番 大森正治君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  大森正治君。 

○議員（3 番 大森正治君） ええ、あまり、その、言ったのに、どうしてもあそこ

に普通教室だと先生方がおっしゃったということで、あまり先生方の責任にして欲

しくないんですけど、それに答えるのが、教育行政だと思いますので、だったらこ

の 1、2 年は付ける考えはないってことですが、やはりそこは十分考えて要望に答え

ていただきたいなというふうに私は強く思います。今、大山小学校の特定の教室だ

けを言いましたけども、ここは特にひどいからなんですよね。その他の大山小学校

の教室はもちろん、それから名和小の普通教室にもありません。これは廊下にある

んですが、まあいろいろと理由はあるようですけども、そして中学校も無いんです

よね。中学生にはじゃあもっと我慢させていいのか、ということにはならないと思

います。やっぱり暑さというのはストレスが溜まります。涼しい風が吹けば多少は

和らぐでしょうが、やっぱり風のない、暑い時には不快の中で学習するっていうの

は、特に中学生辺りはいらいらするのではないじゃないかなと、またそれが、良か

らぬ方向に行動となって現れるということも考えられなくもないと思いますけども

ね。まあ我慢、我慢、これも大事だと思います。と同時に、やっぱり同じ学習する

なら、快適な環境で学習させたほうがよっぽど能率は上がりますし、それはひいて

は学力向上にもつながることだろうというふうにも思いますので、そしてですね、

町内でこの冷房設備がある学校とない学校、ある教室とない教室、これがあるって

いうのはやっぱり教育の機会均等とか、あるいは公平性の観点からも、やはりこれ

は冷房設備を普通教室にどこにも管理すべきじゃないかなっていうふうに、私は思

うんです。確かに先ほどから言っていますように、大山町は、他にあまりないそう

いう冷房設備を付けている学校があるわけですから、これを順次どこの学校にも付

けるように、していくべきではないでしょうか。こういう言ってみれば、中途半端

ではないでしょうけれども、そういう計画、順次完備していくっていう計画はもっ

ていただきたいというふうに思うんです。そうすれば、より大山町の教育は素晴ら

しいと、先ほど杉谷議員がおっしゃったように、もっと誇れるわけですから。「ほう、
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西部地区で冷房が完備している、夏も快適な学習ができるのは、大山町の学校か」

ということになれば、やはり定住あるいは外からの定住っていうこともあり得るわ

けですから、ですから最大限、今言いましたように、無いところには、冷房設備っ

ていうのは、必要じゃないかなっていうふうに考えますけども、どうでしょうか。

さらにちょっとしつこいようですけれど、お聞きしたいんですが。 

○教育委員長（伊澤百子君）  議長、教育委員長。 

○議長（野口俊明君）  伊澤教育委員長。 

○教育委員長（伊澤百子君）  重ねてのお答えになるかと思います。先ほど申し上

げましたように、中学校のほうにつきましても、コンピューター室とか技術ルーム

とか、あるいは図書室とか、ランチルームとか冷房の完備した所がございますので、

そういうところを何とかこう交代で使って一番暑い時はしのぐという、今のところ

はそういう考えでございます。子どもたちは、放課後あの暑い中で部活をやってお

ります。本当に朝、夏でも朝早くから、学校が終わってから、そしてこの間運動会

がありましたけど、もう本当にみんな暑い中でも整然とした立派な演技をしてくれ

ました。そういうその暑さの中でも、頑張る力というのもやはり子どもたちにとっ

てはこれからの長い人生、行き抜いていくために大切なことではないだろうかとい

うふうに思っております。すべて快適で涼しくて、便利な学習環境というもの、ど

この家庭でも自分のおうちの子ども部屋に、があるわけではなかったり、それから

またそこにクーラーが付いているわけではない、というふうに思います。いろんな

ところで、生きて行く、学んでいく、成長していく力というものをやっぱり付けさ

せていくという観点からも当分は今のところはこのままの体制でいこうかというふ

うに考えております。以上でございます。  

○議員（3 番 大森正治君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  大森正治君。 

○議員（3 番 大森正治君）  ということは、まあ、無い学校は、我慢しなさいと、

分かりやすく言えば、っていうことになるなっていうふうに思いますが、やっぱり

それでは、大山町の教育らしくないなというふうに思います。そこを今後検討して

いっていただきたいと思います。 

もう一つ保育所についてですけども、保育所、確かに学校とはまた違った環境だ

ろうと思います。あるいはやり方があろうかと思います。先生たちもこの暑さ対策

について、さっき述べられたようないろいろな対策をとっていらっしゃるようです、

聞きますと。ただですね、そのさっきもありましたけども、拠点保育所には付きま

すね、きちっと。それからじゃあそうしますとサブ保育所、あるいはまだ名和のほ

うはまだこれからしばらくは残るわけですが、これらとの格差がやっぱりどうして

も生まれるということになりますけども、そのへんをどう考えていらっしゃるのか、

お聞きしたいと思います。 
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○教育委員長（伊澤百子君）  議長、教育委員長。 

○議長（野口俊明君）  伊澤教育委員長。 

○教育委員長（伊澤百子君）  ただいまの大森議員さんのその件につきましては、

教育長のほうよりお答えいたします。 

○教育長（山根 浩君) 議長、教育長。 

○議長（野口俊明君） 山根教育長。 

○教育長（山根 浩君）  格差があるって言われるとするなら、そのとおりだろう

と思います。ただですね、わたしは、今一番、この幼児や子どもたちの中での問題

の中で一番大きな問題は、低体温児の子どもが非常に増えておるという、大きな大

きな問題があります。要するに低体温のためにですね、だいたい普通、体温という

のは 36 度から 37 度ぐらいあるわけですけれど、36 度まで達しない子どもが非常に

増えております。で、その結果何が起こってくるかというと、免疫機能が非常に減

ってきてしまったりですね、花粉症の問題なんかもあると思うわけですけれども、

いろんな形で問題が起こっております。で、それの一番の原因っていうのは、何か

って言いますと、やっぱり冷暖房が完備した中で、非常に快適な中、いわゆる特に

保育所っていうのは、人生の一番の基を作るところでございます。委員長さんがお

答えになりましたように、未満児への子どもまでの部屋には、全部エアコンがあり

ます。ですけれども、3 歳、4 歳、5 歳になりますと、エアコンはありません。ご存

じのように、小学校や中学校は夏休みがありますけれども、保育園はありません。

でもそれでも頑張って今までずっときました。で、確かに暑い所ってっていうのを、

こともあると思いますけれども、やっぱりその一番の基礎を、体の基礎を作る時期

ですけれども、ですので、やっぱりそのある程度の体温調節機能ってっていうのは 

ですね、絶対つけていかないとですね、この子どもたち、大山町を担っていく子ど

もたちがですね、やっぱり少々の暑さ、寒さに負けないでですね、免疫力もいっぱ

い持った子どもを作っていくことがですね、わたしは必要ではないかなという気が

しますし、やっぱりいつの世もですね、しっかり朝食を食べてですね、じっくりい

っぱい本を読んでですね、外で元気に遊ぼうってっていうのがですね、やっぱり保

育所の大きな大きな目標でないかなと思います。で、拠点保育所には、これから先

のこともございますので、中山は光冷暖でございますけれども、エアコンは付けま

すけれどもですね、運用にあたってはですね、今までと全く一緒でどうにも我慢で

きない、やっぱりそういう時以外は使わないのではないかなと。保育士の先生方も、

あるいは所長さん方もそういう考えでございます。やっぱり子どもにとって何が一

番大事なのかということを考えながらやっていくことが、必要なんでないかなと思

っております。以上でございます。 

○議員（3 番 大森正治君) 議長。 

○議長（野口俊明君）  大森正治君。 
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○議員（3 番 大森正治君） もう少し、時間を取らせてください、これに。わたし

もよく分かります、その話は。子どもたちの体温機能を高めるということは本当に

必要です。発汗作用のね、機能を高めるというのは必要だと思っています。そして、

自然の中で暑くてもそこでしっかり元気で動くということも本当に大事だと、これ

はもう十分分かっております。ですからこの冷房設備なんていうのは、やっぱり使

い方ですよね。そういうことを本当に健康のために、健康に過ごすために使い方が

誤れば、今のような低体温の子どもたちが生まれるかもしれないし、マイナス効果

こそあれ、プラスにならないと思いますので、使い方だろうと思います。ですから、

どこの学校にも、保育所にもやっぱり付けるなら付ける、大事なんです。付けない

なら全部付けない、これじゃないでしょうかね。やっぱり機会均等ということをわ

たしは最後に言っておきたいと思うんですが。 

えーと、町長さんに、町長に聞きたいんですけども。今、総合的に聞いていらっ

しゃってまあ予算との関係がかなりあるようですけども、大山町の教育あるいは学

校教育ですね。そして保育を更に充実していくために、どのように今聞かれたでし

ょうか。感想でもいいです。あるいはこれからのことについて考えがありましたら

お聞かせください。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  教育委員会のずっと述べております答弁、重視したいと思

っています。 

○議員（3 番 大森正治君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  大森正治君。 

○議員（3 番 大森正治君） はい、では、次にいきます。2 問目の質問ですが、6

月に続いて、再度ですね、6 月議会に続いて再度、私は原発問題について質問したい

と思います。 

それは原発からの撤退、再生可能エネルギーへの移行の声を自治体からというこ

とについて質問します。 

 東日本大震災、福島第一原発事故から半年が過ぎました。原発事故による放射能

被害は、特に東北 3 県の農業、学校生活、日々の庶民の暮らし等々に暗い影を落と

し、地域の存続さえ危うくなっているところがあります。さらに、その収束には長

い年数が掛かります。このことは、原発事故は他の事故と違う異質な危険性を持つ

ものであるといわれるゆえんであろうと思います。 

 原発は、決して安全でクリーンで安上がりのエネルギーではないということが、

この度の事故からも明らかになりました。大きな犠牲をはらっての「安全神話」の

崩壊であります。地震国であり、また津波国である日本に、54 基もの原発がある、

これは本当に異常だと思います。いつかまたどこかの原発で、日本のどこかの原発
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で事故が起きても不思議ではありません。そして、近い将来、どこの原発も放射性

廃棄物、使用済み核燃料が満杯になります。そうなれば、原発がよく言われます、

こういうふうに。「トイレなきマンション」と。そういうふうに大変な事態になりま

す。このようなリスクの大きい原発はゼロをめざし、再生可能な自然エネルギーへ

移行すべきだというのが、もう今や日本の国民の多数の声であり願いではないでし

ょうか。 

 昨日ですね、東京の明治公園で、大江健三郎さんらが呼びかけた「さよなら原発

集会」がありました。まあ、これにも一つそういう原発に対する思いっていうのは、

象徴をされているというふうに思います。福島原発事故の解決に目途が立たないの

は、政府の対応の悪さもさることながら、東京電力にも大きな責任があります。東

京電力の誠意のなさ、とりわけ情報隠しをしている企業体質にみられるように、原

発の固執する姿勢は国民の目から見ればあまりにも異常です。 

 このような体質は、中国電力にもみられるようです。もし島根原発が福島第１原

発のような事故を起こせば、我が大山町にも大きな被害を与える恐れは大でありま

す。8 月 21 日付の朝日新聞が報道しております。これは鳥取大学大学院の栗政准教

授の予測調査であります。この予測は、島根原発で事故が起きたら、放射性物質が

どのように飛散するかをシミュレーションしたものであります。ちょっと見ていた

だきたいんですが、そのシミュレーションっていいますのは、ここに島根原発があ

りますが、50 キロ圏内まで、福島第一原発と同じような事故が起こったら、放射能

がどういうふうになっていくかっていうのを、その 3 月 11 日の気象条件等を考えて

風速 3 メートルぐらいだったそうですが、どういうふうに広がっていくかというこ

とをシミュレーションされております。だいたい 50 キロ圏までをシミュレーション

されたようですが、それをだいたいこの大山の辺り、大山町までのをシミュレーシ

ョンされております。えー、その結果ですね、こういうふうに、ちょっと左の、ち

ょっと小さくてこれ見えにくいんですけれど、町長さん、見てください。左のほう

には、この地形が書いてあります。それと重ね合わせてほしいんですけれども、0 時

に、事故が起こったとして、そしたらもう 1 時間後には、飛び散って島根半島のほ

うにずっといくんですね。それがやがて、大山のほうに向かうということなんです。

ちょっとこれ大きくしましたが、これ 5 時間ごとのを拡大してみました。そうしま

すと、最初 5 時間ぐらいでは、島根半島全体ずっといます。海のほうまで飛散する

ようです。それが 10 時も広がり、そして午後になりますと、風向が変わって、まあ

海風になるためなんですね、そうすると南東の方向に流れてきて、そして 4 時、5 時

には、大山のほうまできて、そしてやがて夜にはかなり広がると。大山にあたって、

落ちてくると。ですから大山町のあたり、あるいは伯耆町もでしょうかね、そのあ

たりはいわゆるホットスポットもできるかもしれないということを、栗政准教授は

言っておられます。これはシミュレーションですので、100％無いとは言えませんし、
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あるとも言えないわけですが、そういう危険性をもし島根原発が事故を起こしたな

ら、この大山町にも大きな被害がおよぶということです。今の福島の状況をみれば

本当に身震いがしますけども、この予測がいつの日か的中しないためにも住民の安

心安全を守ることを第一任務とするならば、自治体として、主体的に中国電力とか

政府に対して働きかけることは重要なことでもあり、今こそ行動をおこすときでは

ないかと私は考えます。 

 そこで、次の点を伺います。一つ目、島根原発に関して西部地域振興協議会が、5

月に行いました中国電力への申し入れの回答、これは 6 月議会の時点ではまだない

とのことでしたけども、その後、どうなったのか。その内容、もしあればですね、

その内容とそれへの町としての対応を示していただきたいと思います。 

それから二つ目、原発からの撤退と再生可能エネルギーへの移行は今や国民世論

になっております。これについて自治体から、中国電力や国に対して積極的に声を

上げていくべきだと考えますが、いかがお考えでしょうか。 

三点目、今も大山町内には、風力発電や小水力発電があって、そして太陽光発電

を設置している家庭もあります。これらをはじめとする再生可能エネルギーの生産

を町内でさらに推進する考えはないでしょうか。以上 3 点伺います。 

○議長（野口俊明君）  ここで正午になりましたので、休憩いたします。午後の再

開は、午後 1 時といたしますので、よろしくお願いいたします。それでは休憩いた

します。 

午後 0 時 休憩 

午後 1 時 再開 

○議長（野口俊明君）  それでは再開します。町長 森田増範君。 

○町長（森田増範君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） それでは、大森議員より 2 つ目の質問でございます、原発

からの撤退、再生可能エネルギーへの移行の声を自治体からということの質問につ

きまして、お答えさせていただきたいと思います。 

まず 1 番目の島根原発に関する中国電力への申し入れの回答はどうなったのか。

その内容とそれへの町としての対応を示されたい、ということについてお答えをさ

せていただきたいと思います。 

まず、中国電力に対しまして、西部地区の 9 市町村で構成いたしますところの鳥

取県西部地域振興協議会におきまして、5 月の 20 日にまず島根原子力発電所の原子

炉について、福島第一原子力発電所の事故原因等を踏まえて、直ちに点検を実施を

し、安全を確保するために必要な対策を実施すること、ということがまず一点。そ

して、安全性の確保と防災対策の確立のため、安全協定の締結の範囲を国際原子力

機関が提唱している緊急防護措置計画範囲に準じて 8～30Km に拡大をして、該当す
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る市町村と安全協定を締結すること。そして 3 点目に福島第一原子力発電所から 30k

ｍを超える地域においても避難等が指示されたことから、30ｋｍを超える地域に対

しても放射線および放射性物質の監視体制の強化を図るとともに、情報提供の徹底

を図ること。そして 4 つ目に、プルサーマル計画を含めた島根原子力発電所の耐震

性・安全性について徹底検証し、その結果を公表すること。この内容の要望書を提

出をいたしているところでございます。現時点では、要望書に対する回答、いただ

いておりませんけれども、西部地域の振興協議会メンバーでありますところの、米

子市、そして境港市、この両市が、福島第一原発事故を受け、山陰両県の 9 自治体

でつくる島根原発の防災対策を協議しています原子力防災連絡会議の一員であり、

われわれ振興協議会の要望書の考えもその中で示しているところでございます。 

現在その中で、島根原発に関する定期検査の状況やあるいは耐震などの調査結果、

また環境放射線の測定結果など各種の情報が、中国電力から速やかに情報提供され

る体制の構築など、取り組みが着実に進んでおります。 

原発問題や原発災害等につきましては、大山町単独で解決できる問題ではござい

ません。今後も国や県、近隣市町村と協力、また連携をしながら原発問題に対処し

てまいりたいと考えております。 

2 番目の、原発からの撤退と再生可能エネルギーへの移行について、中国電力や国

に対して積極的に声を上げていくべきだと考えるがどうかということについてでご

ざいます。原発からの撤退と再生可能エネルギーへの移行につきましては、今後の

エネルギー政策全体にかかる国全体の問題でございます。国民的な議論等を踏まえ

て、適切に検討されるものと認識をいたしております。 

3 番目の、今も大山町内には風力発電や小水力発電があり、太陽光発電を設置して

いる家庭もある。これらをはじめとする再生可能エネルギーの生産を町内でさらに

推進する考えはないかということについてでございます。本町では現在、太陽光発

電システム及び小型風力発電システムについて、自らが居住する住宅に設置する個

人に対し、その設置費用の一部を助成をする補助をすることを行っているところで

あります。今後につきましても、国の CO2 の削減の取り組みと歩調を合わせ、再生

可能エネルギーを利用する、これらの発電システムの普及推進に取り組んで参る所

存でございます。また今議会におきましても、太陽光発電システム等への補助金に

つきまして、増額の補正予算を計上し、ご審議をお願いいたしているところでござ

います。以上です。 

○議員（3 番 大森正治君) 議長。  

○議長（野口俊明君）  大森正治君。 

○議員（3 番 大森正治君） 1 点目の中電に要望したその回答が返ってきていない

ということですけども、これ理由がはっきりしませんが、3 カ月も経っているわけで

すから、何らかの回答があってもいいと思うんですけれど、常識的には。それがな
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いっていうことは、中国電力の誠意のなさを感じないでもないですし、ただそれを

ないからといって、黙っていらっしゃるわけじゃないと思うんですが、何らかの抗

議のようなこととか、早くせというようなこともあってもいいかなと思うんですけ

れども、まあそれについては、ちょっと時間もありませんので、一応要望だけに、

私の意見だけに留めておきますが、2 点目のですね、この原発からの撤退、そして再

生可能エネルギーへ移行したらどうかということをやっぱりもう全国から声をあげ

ていくことって大事じゃないかなと、この大山町からも。大山町だけでは、まあで

きないということですが、まあ確かにそれ分かります。だから他の町村、首長さん

とも、相談しながら連携して、やっていただきたい。それがその町民の住民の安心

と安全を守ることにつながるんじゃないかと思うんですよ。やっぱりもう今や原発

っていうのは、先ほども言いましたとおりで、無くしたほうが安全だと、安心だと。

そして財産を守れるということがはっきりしてきてるんじゃないでしょうかね。心

配なのは、じゃあ原発を無くして電力が大丈夫かということがあろうかと思います。 

（「残り時間が 5 分となりました」と呼ぶ者あり）はい。だけどこれ、調べてみまし

たら、54 基のうち稼働しているのは現在 6 月現在で 17 基だそうですね。これでもこ

の夏乗り切ったわけですし、節電の効果もあるわけですが、原発以外の発電でも対

応が可能だということが言えるわけですから、ここは確信をもってですね、もう原

発から自然エネルギーへ、移行すべきだという主張っていうのは、本当にもう正論

だろうと思います。その証拠にですね、世論調査の中で、これは全自治体に行った

アンケートがありますが、共同通信でしょうか、日本海新聞に 9 月 11 日付けで載っ

ておりましたけども、原発新増設反対は、66％の首長が答えていらっしゃる。その

中でも、新増設認めずに、早期に廃止という意見も約 3 割にのぼっているんですよ

ね。これは町長も答えられたのかなと思いますけども、えー、やっぱりここには今

の世論、そしてこれからのこの原発に対してどうすべきかと、エネルギー政策につ

いてどうすべきかというものが示されているんじゃないかなと思います。 

だからですね、世論を追い風にして、他の首長さんとも連携しながらですね、声

を上げていく必要があると思うんですよ。まあ議会も意見書なり挙げていく必要が

あると思うんですが、その点についてどう思われますか。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君） 2 番目の質問についての再生エネルギーへの取り組みという

ことについての質問でございますけども、この件につきましても、要望活動の中の

一つとして、取り組みを進めております。先般、西部町村会の中で、県、あるいは

国への要望活動の中の一つとして、再生可能エネルギーへの施策、あるいはそうい

った取り組みを早期にされたいという趣旨の提案を大山町から出させていただき、

町村会、西部町村で、の声として要望していこうということでの取り組みが進んで
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おります。先ほどのご指摘の点について、西部町村会におきましても、同様な思い

の中で取り組みをし、要望していこうということで進んでいることをお伝えさせて

いただきたいと思います。 

また、最初の質問の中にございましたけれども、１点だけ付け加えさせていただ

きたいと思います。町でできること、それから近隣町村と共に携えながら、取り組

んでいくことあろうと思っております。先ほどの島根原発からの有事の際のシミュ

レーションがございました。私もその新聞の記事についてしっかりと読ませていた

だき、思うところの感ずるところが同感のところがあります。 

従いまして、8 月の 31 日付けで、平井県知事のほうに、国の二次補正で確保され

ておりますところのモニタリングポストの一箇所について本町、あるいは大山エリ

アにおいて、設置していただきたいという要望書も出させていただいているという

ことを申し伝え述べさせていただきたいと思います。 

○議員（3 番 大森正治君) 議長。 

○議長（野口俊明君）  大森正治君。もう時間が少しですが。 

○議員（3 番 大森正治君） はい、時間がありませんので、最後に言われましたそ

れは放射線量の測定器のことでないかと思いますが、前の議会にもおっしゃいまし

たので、これいつ頃どこに設置かということは、もう計画されていないですか。ま

だ計画されていないんでしょうか。それ最後に 1 点。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君）  少し認識の違いがあるのかなと思いますけども、先ほど申

述べましたのは、国の（「はい、時間となりましたので、これで終わってください」

と呼ぶ者あり）二次の補正予算ということのなかで、県のほうに、要望したという

内容のものであります。以上です。 

○議員（3 番 大森正治君）  はい、終わります。 

○議長（野口俊明君）  これで大森正治君の一般質問は終わりました。  

────────────────・───・───────────────── 

○議長（野口俊明君）  次、10 番、岩井美保子君 

○議員（10 番 岩井美保子君） はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  岩井美保子君 

○議員（10 番 岩井美保子君） はい、2 項目の質問をさせていただきます。始め

に国民健康保険被保険者証について質問いたします。 

国保に入っておられます方で、保険証、保険証って言っておりますが、そのこと

についての質問でございますが、私も国保ですので、こういう薄っぺらな紙のカー

ドをいただきました。以前は、カード式になるからっということでしたので、がし

っとしたカードかと思っておりましたら、きてみましたらこれ本当に紙なんです。
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それでですね、私もカードをさすケースを持っておりますので、こういうふうにさ

そうと思いましたら、ぐにゃぐにゃぐにゃぐにゃとしてなかなか入りません。それ

でこういうケースがついているんだということが分かりました。これはビニールの

これに保検証に入れてこういうふうにして入ってきたものなんです。このなかでこ

の保険証を利用される方は数少ないと思います。ですから皆さんはご存じないかと

思いますが、このようなものでございました。それですね、私これをバッグの中に

入れたらどこにこれがあるのか分からないというような状況になりましたので、も

う一つケースを付けまして鈴まで付けてですね、さっと保険証といったらこれっと

いうように分かるようにしております。そのようなみんなが工夫せんと困るような、

じゃなかったかなと思ってこれはおりましたので、質問をさせていただくことにい

たしました。 

これはですね、23 年の 4 月 1 日交付された保険証なんでございます。それでです

ね、こんな保険証と思っていませんでしたけれど、でも１年 4 カ月で新しい保険証

と交換なので経費節減のためやむ得なかったのかなと、私自身思っておりましたが、

この保険証を使っているうちにですね、いろいろな場面で不満の声を聞くようにな

りました。それでですね、この保険証の対象の被保険者数は何人なのか。それから

事前に保険証の印刷内容や刷り上がったことなどのチェック、細かく点検された後

に業者に印刷の指示を出されたと思いますが、それはどうだったでしょうかという

ことと、町長はこの保険証をいつの時点で見られてどのように感じられましたか。

また町民からの苦情や不足を聞かれたのはいつでしたかということをお聞きいたし

ますが、その前にですね、私これいただいた時に、まず見ました。文字が小さい、

本当に文字が小さいですよ。これね、見ましてね、私メガネ外さないと老眼ですの

で、見えませんから自分の名前がメガネ外さないと分からないんです。で、以下ず

ーと書いてありますこと、まあちっちゃいです文字が。そしてですね、表に全部保

険証のことを書いてあるんですが、裏を見ますと臓器提供ということで○をしなさ

い、というような内容が、私この保険証の中に臓器提供をされなければいけないこ

ういう文字を入れて表の字を細かくしぼってですよ、裏面はそういうことを書かな

ければいけない保険証なのか。表に文字を大きくして、足りない部分を裏面に書い

ていただくことはできなかったもんか。何故、大山町はいつ臓器提供の推進という

ことを取り上げられるようになりましたのか、それもこの保険証を見た時に思いま

した。これ私が聞き違えたり、間違っておったら指摘していただきたいと思います

が、本当にこの保険証を見ました時に、今までにない保険証でした。ということで

ございます。以上の点をご答弁お願いいたします。   

○議長（野口俊明君）  町長 森田増範君。 

○町長（森田増範君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 
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○町長（森田増範君） 岩井議員より国民健康保険証についてということについて

のお答えさせていただきたいと思います。 

まず 1 番目に、平成 23 年 4 月 1 日交付の保険証の対象の被保険者数は何人かとい

うことでございますが、対象被保険者数は 5,557 人、平成 23 年 3 月 31 日現在でご

ざいます。 

 次に 2 つ目に、事前に保険証の印刷内容や刷り上がり等チェック、細かく点検さ

れた後に業者のほうに印刷の指示を出されたか、どうかということについてでござ

います。まず保険証の印刷につきましては、株式会社ケイズ、保険証の用紙につき

ましては、中央印刷株式会社に発注いたしております。住民生活課におきまして平

成 23 年 4 月 1 日交付の保険証につきまして印刷内容等を点検した後に、平成 23 年 2

月 27 日に用紙、これは厚いタイプの紙でございますけれども、これを中央の中央印

刷株式会社に発注いたしましたけれども、平成 23 年 3 月 14 日に発注したものとは

異なった用紙、先ほど議員おっしゃいました少し薄めの紙において納入されたとい

うところであります。 

用紙の差し替えを検討し、中央印刷のほうに問い合わせをいたしたところ、平成

23 年 3 月 11 日に発生いたしましたところの東日本大震災の影響もあり、差し替えの

用紙が納入できるのは、早くても平成 23 年 4 月中旬以降になるとの回答でございま

した。保険証の有効期限が平成 23 年 3 月 31 日であったため、用紙の差し替えが不

可能と判断をし、納入された用紙で印刷し、保険証の交付をいたしたところでござ

います。 

 次に 3 番目の保険証をいつの時点で見、どう感じたか。また、苦情や不足を聞い

たのはいつかということ、またそれを踏まえての改善、考えはなかったかというこ

とについてでございますけれども、住民生活課において、保険証が刷り上がった時

点で保険証の確認を行いましたけれども、発注した用紙とは異なった用紙であった

ということもあり、想定していた保険証からは、やや質の、紙の質が落ちたという

のが実感でございました。町民の方からの苦情等についても、保険証発送後、一週

間から 10 日の間に 5 件ほどいただいたところでございます。しかし、それとはまた

別に、保険証のカード化、ひとりずつケースに入っているため使いやすいとの町民

の方の意見も数件いただいたりしているところもございます。 

 保険証の差し替えも検討いたしましたけれども、保険証再印刷の印刷製本費であ

ったりとか、保険証ケース等の消耗品、あるいは郵送等の経費ということもござい

ます。また 1 年 4 カ月後には保険証が更新となるということ等を勘案して、平成 23

年度の国民健康保険証につきましては差し替えを行わず、平成 24 年 7 月 31 日まで

お使いいただきたい、お使いいただくということにいたしたところでございます。

以上です。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  議長。 



 151 

○議長（野口俊明君）  岩井美保子君 

○議員（10 番 岩井美保子君）  ただいまご説明をいただきましたなかで、初めて

分かりました。注文していたよりも薄い紙が来たと。分かりやすく言えばそうなん

ですよね。発注したのよりも薄かったと、震災で工場が大変だから、よう間に合わ

せんということなので承知をしたと。わたしこれ本当に、住民のサービスとして怠

ったやり方じゃなかったんだろうかという今思いがしてきました。そういうことで

あっても、町が発注したならば、それに応じてもらえるような対策、もっと強く要

望すべきだったんではないでしょうか。中央印刷といいますか、それはどこにある

工場だか私も分かりませんが、私、素人で考えましても、震災にかこつけてそれを

納めさせてくださいというような簡単なことだったんじゃなかろうかという思いが

してなりません。今それは感じたんですよ。でしたらですね、私も硬い紙できとっ

たならこういうことを言わなくても良かったですし、あまりにも薄いペラペラな紙

で、本当にカード式だと聞いておりましたから、カードになるんだなという感じは

持っておりましたので、本当にうんざりいたしました。 

そういうことでは、住民のサービスといいますか、そこで意図も簡単に納得され

たということに対して、私は納得がいかないのであります。ですから町長を責めて

も、もう配っていただいて使っておりますから、どうしようもない部分ありますけ

れど、いたるところでそういうことになりかねないという思いがしてなりません。

本当に住民のことを思ってきちんとしたカードにするという話だったんですから、

もうちょっと強く要望されたなら、どうしてでも間に合わせることはできたんじゃ

ないかと思って残念でかないませんが、そこのところはどれぐらいなあれで推され

たんですか。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田増範君。 

○町長（森田増範君） 岩井議員の質問に対して担当課より対応しておりますので、

答えさせていただきたいと思います。 

○住民生活課長（坂田修君） 議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君）  坂田住民生活課長。 

○住民生活課長（坂田修君）  ただいまの質問にお答えいたします。紙が薄い紙が

来てしまったということで、先ほど町長答弁にもありましたように、当初発注して

おった厚い紙でお願いしておったんですけれども、業者のほうの手違いで薄い紙が

来てしまったということであります。で、当時の段階で、厚い紙にということで、

業者のほうに要望したんですけれども、東北の大震災の関係で、流通がままならん

ということでその厚い紙を仕入れてくるのに、非常にまあ困難だということで、紙

が来るのが、4 月以降になってしまうということを言われまして、まあ当時私も本職

には在職しておりませんでしたけれど、当時担当課長というのは、長期の病気休暇
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でいなかったわけでございますけれど、まあそれは理由にはしたくないんですけれ

ども、ということでどれだけ推されたかと、業者に対してどれだけ強く要望してと

いうのは、まあ定かではないですけれども、まあこれまで私が担当者から聞き取り

したところによりますと、非常にまあ東北大震災の関係でその入荷が早くならない

と、まあ流通のことだったろうと思いますけれども、それからその保険証を発行す

るまでにもう時間もありませんでしたし、もうやむなく今回はこの質の紙で保険証

を作らせていただいたということでございます。以上でございます。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  岩井美保子君。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  今、課長の答弁にもありましたように、前課長が

長期入院のために、その場がもてなかったというようなことも言われましたですが、

そういうことは本当に課長の答弁にもありましたように理由にはなりませんよね。

町長も見られた、その他皆さんも見て、この保険証でまあこのたびはやっていくだ

わいという結論を出されたわけなんですけれども、そういうなんと言いますか、そ

の手違いでこういうことになったというような経過報告もございませんでしたし、

苦情もそんなにたくさんなかったとは町長の答弁にありましたですけれど、私は、

診療所の窓口でも、私の顔を見られたらすぐに訴えられた方もありましたし、窓口

の方でもいろいろ苦情が来てますということはおっしゃっています。ですからこの

保険証を使う人はですね、使わない人はそう感じられなかったかもしれませんけど、

使う人はいろいろ思っていたと思います。ですからそんなことは理由になりません。

本当に町民のサービスとしてきちんとしたものを出さなきゃいけないという責任感

においてですよ、やるんだったらもうちょっとお断わりのあれでも広報に出したり

でもしていただければ、それを目を通した方は、やむを得ない事情があったんだと

いうことも分かったかもしれません。私がここに出すまでですね、議会に出すまで、

みんなが不満な気持ちをですよ、思っていたにもかかわらず、今私も初めて会社の

方が間違えてこんな薄い紙を持ってきたという事実を知ったんです。ですからね、

本当にこれ 1 枚がなんぼするもんだか分かりません。これから聞かせていただきた

いと思いますが。じゃあこの薄い紙にしたから、厚かったら１枚いくらでしたか、

薄かったらいくらでしたか、というようなところまで、話を聞かせていただけなけ

れば私も納得いかないと思いますので、よろしくお願いします。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田増範君。 

○町長（森田増範君）  岩井議員の質問でございますけれども、先ほど申し上げて

おりますように、これはお金の問題ではないと思っております。ご存じのように、3

月の 11 日大震災、東日本大震災の後、あらゆるものがストップをいたしました。そ

の中の一つがこのたび関わっておりますところの紙の質の問題であったと思ってお
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ります。金額が多い少ないということではなく、当初予定しておった用紙が、予定

どおり入ってこないということのなかで、しかし、4 月 1 日以降、いわゆる保険証の

カード化といいますか、この取り組みは、進めてまいらなければなりません。現場

の担当の判断としてやむを得ない判断のなかで、このたびの取り組みにせざるを得

なかったということでございますので、サービスということについては、少なくて

も 4 月 1 日以降に使えない状況ということはあってはならないということでござい

まして、そういったことも勘案しながら、このたびの非常に皆さん方からのご指摘

をいただいているところでございますけれども、やむを得ない処置の中で対応させ

ていただいたというところでございます。お金の問題ではないということもご理解

いただけるものと思っております。 

○住民生活課長（坂田修君）  議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君）  坂田住民生活課長。 

○住民生活課長（坂田修君）  先ほど保険証の用紙の単価のことについてのご質問

がございましたので、この保険証の用紙の単価でございますが、1 枚が 6 円 20 銭で

ございます、この薄いほうの紙でございますけれど、で、厚いほうの紙が約 7 円程

度ということで、そう 1 枚当りの単価は変わりません。で、この保険証はですね、

用紙やそれから印刷等、それからカードケース等々、それから発送の郵便料金含め

まして、1 冊当り、保険証 1 枚当りがだいたい 280 円ぐらい経費が掛かっています。

以上でございます。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  議長。 

○議長（野口俊明君） 岩井美保子君。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  町長からお金の問題じゃない、その通りです。お

金の問題ではありませんが、発注されたときが、これで見ますと 7 月 27 日は、こっ

ちに返ってきたですね。ですからそれ以前に申し込まれて、発注をしておられると

思いますが、大震災は 3 月の 11 日だったんですよね。ですから、その会社がですよ、

厚紙をちゃんと用意してくれればそれに印刷が出来たんじゃないですか、町長勘違

いと違いますか。私のほうが勘違いでしょうか。ご指摘ください。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田増範君。 

○町長（森田増範君）  詳細について担当課のほうから述べさせていただきます。 

○住民生活課長（坂田修君）  議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君）  坂田住民生活課長。 

○住民生活課長（坂田修君） ただいまの質問にお答えいたします。紙の発注はで

すね、2 月の 27 日に紙の発注をしております。で、実際に薄いものが、納入された

のが、3 月 14 日に納入されております。で、震災があったのが、3 月の 11 日でした

ので震災の後に納入されまして、14 日に 3 月 14 日に納入されまして、ああこれはい
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けんがなということで、交換を要求しましたですけれども、震災の後で流通がおか

しくなっておると、非常に困難になっておるということで、もう無理だと言われま

して、印刷までにあと 2 週間程度しかないということで、やむなくこの紙を使用し

たわけでございます。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  岩井美保子君。 

○議員（10 番 岩井美保子君） わたしも素人ですので、全然その印刷のことなん

か分からないんですけれども、ざっとこの保険証になってる用紙のあれを見ますと、

Ａ4 サイズで何枚ぐらい使えばいいんでしょうかね、200、300 枚ぐらいあれば足る

んでしょうかね、皆さんのあれにすれば、それの数が業者のほうに震災の加減で入

らなかった、または手元にそういう紙が置いてなかったというようなことがあった

のでしょうか。私は本当にこれ合点がいかない問題なんですよ。あの、商売、業者

の方にしてみれば、300 枚ぐらいなものの仕事に震災があったからといってそういう

支障をきたすような商売、業者でしょうか。この中央印刷というのは、どこなんで

しょうか。本当に私、何か町がないがしろにされているなんていう言い方はおかし

いでしょうかもしれませんけれども、何か合点がいかないんですよね、こういうこ

とでいとも簡単に大事な事業を発注してますのに、そんな簡単に 300 枚、400 枚、例

えば 500 枚掛かるかもしれませんが、そういうことの中身のことにおいてですよ、「も

う用意ができません」「あっそうですか、ほんなら」ってやなことで、いとも簡単に

承知されたんじゃないだろうかというね、懸念はぬぐいされませんですけれど、も

う一度お願いいたします。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  担当課のほうから述べさせていただきますけども、震災と

いう本当に未曾有の出来事の中のことでございますので、いろいろと現場のほうで

の問題や、本当に納入したくてもできないという現状もあったのも事実でありまし

て、そのことにご理解いただくことしかないのかなと思っておりますが、担当課の

ほうからそういったことについても少し述べさせていただきたいと思います。 

○住民生活課長（坂田修君）  議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君）  坂田住民生活課長。 

○住民生活課長（坂田修君） 今回の保険証の発注は、保険証 1 万枚分、1 万人分の

紙を発注いたしております。で、これ中央印刷というのは、米子の業者でございま

すけれども、ここの会社とは、まあ住民生活課に限らず、本町のいろんな課がこれ

までの信頼関係、あるいは信用してですね、実績も当然ありますので、信頼してま

あ発注させていただいておるわけでございまして、その会社が、今回は震災の関係

でどうしても入荷が、早期の入荷は難しいということでございましたので、まあわ
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れわれも業者が信頼、信用している会社でございますので、そこまで言われるなら

やっぱりこの震災の関係で無理だろうなという判断をいたしまして、やむなく薄い

分で作ったということでございますので、ご理解いただきますようお願いいたしま

す。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  議長。 

○議長（野口俊明君） 岩井美保子君。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  それでは課長の答弁に納得をいたしませんけれど

も、そういうことだということで、私の気持ちを抑えることにいたしますが、じゃ

あ来年度に向けてはどうなのか、それと臓器提供の部分について、いつから大山町

は、その臓器提供を推進されるようになったのかということを伺います。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  担当課のほうから述べさせていただきたいと思います。 

○住民生活課長（坂田修君）  議長、住民生活課長。 

○議長（野口俊明君）  坂田住民生活課長。 

○住民生活課長（坂田修君）  ただいまの質問にお答えいたします。来年の分のカ

ードは既にその厚い分、当初の予定どおりの分を確保いたしております。それで、

現在本年度におきましても、新しく国保に加入された方、あるいは退職者の方が、

保険証に入られる場合にですね、国保に入られる場合は、今厚い分でお渡ししてお

ります。 

 それから臓器の関係でございますが、これにつきましては、国保連合会、われわ

れの元締め団体でございますけれども、国保連合会あるいは医師会、それから臓器

のバンク等々の連携によってこのように保険証にイエスかノーかの文言を入れるよ

うにという指導により作らせて記載させていただいておる分でございます。本年度

からというぐあいに思っております。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  岩井美保子君。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  深くは追及いたしません。次に入ります。次はで

すね、昨年暮れから大雪が降りましたり、またこのたび台風の被害があったりいた

しまして、次々と自然の災害にですね、あっております。今回は大量な雨がもたら

す深層崩壊という大きな被害が和歌山県、奈良県などに災害もたらされました。 

そこでですね、堰き止め湖だことの、それから崩壊されました山林の土砂が崩れ

まして、そこにダムができたというようなことでですね、今大変危険な状況にある

ことは皆さまもご存じのとおりだと思っております。大山町においてあらゆること

を想定しながら防災計画を策定されていると思います。この深層崩壊に関してのマ

ップなどはできておりますでしょうか。 
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○議長（野口俊明君）  町長 森田増範君。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  岩井議員の二つ目の質問でございます。深層崩壊に関して

のマップはできているかということについてお答えさせていただきたいと思います。 

まず始めに結論から申し上げますけれども、大山町独自の深層崩壊マップ、これ

はできておりません。深層崩壊とは、土砂崩れにおいて、地表面の厚さ 2～3 メート

ルの表層の土砂だけではなくて、その下の岩盤の部分が崩れる現象でございまして、

原因は、風化をして壊れやすくなった岩盤に豪雨等により雨水がしみ込み、高まっ

た水圧によって岩盤が崩れたり、倒れたりする現象でございます。 

この深層崩壊を推定をいたしました「深層崩壊推定頻度マップ」、これは国土交通

省が、平成 22 年 8 月に過去の発生事例から得られた情報をもとに作成されておりま

す。このマップでは、深層崩壊が発生した箇所と、発生する可能性を 4 段階、いわ

ゆる特に高い、高い、低い、特に低い、これの 4 段階に分類されておりまして、大

山町は「特に低い」という場所に分類をされておるところであります。深層崩壊マ

ップは大山町独自で作成できるものではございません。 

今後、深層崩壊対策として、県の防災計画等の見直しが行われれば、連携をとり

ながら対応してまいりたいと考えております。以上です。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  岩井美保子君。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  私もこの言葉を聞きました時に、私たち大山町は

岩盤がしっかりしているから大丈夫という思いをずっともってきましたですけれど

も、この言葉を聞いてからですね、本当に疑問に思うようになりました。私も崖下

に住んでおりますし、まず始めに心配しましたのは、私のうちなんかよりもですね、

この役場のことを思ったんです。旧国道の、からこちらを役場のほうを見上げます

と、すっごく高いところに岩盤があってその上に、庁舎が建っているんですよね。

これを見ました時に、ああ深層崩壊って役場は大丈夫なのっていう感触を持ちまし

た。それはですね、私も以前から、そういうことを思っていて、庁舎はここよりも

今はわたしの思いがかなわなくなりましたですけど、大山支所のほうがもっとも適

しているなという思いがしておりました。ですけれども今は拠点保育園が建つよう

になりましたので駐車場もなくなりましたから大山支所のほうは無理なんだろうな

という思いがしてきましたけれども、最初は本当に私は、ここの庁舎よりも大山支

所のほうが、本庁の庁舎としては適しているんじゃないかと、あそこには防災のき

ちんとしたあれも置いてあるし、という感じがしておりました。ですからその深層

崩壊という言葉を聞いた時に、本当にいつまでここの庁舎をここで置いておくのが

いいかなあ、なんと思うようになってきたもんですから、ちょっと町長の考えを聞
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いておかんと深層崩壊については、私一人の思いもいけませんし、皆さんがそうい

う考えにならんといけんと思うですけれども、本当にここでいいのかなと。大山町

は大丈夫なのかという思いがしております。 

それでですね、災害があってからいっつも思うんです。災害があってからでない

と分からないこともあるんですけれども、それを防ぐためにですね、防災のことを

ちゃんときちんとやっておかねばならないという気持ちは誰にもあることなんです

けれども、いつどこの時点でどういうことになってくるかということが分からない

ものですから、手が付けてないという感じなんです。でも災害に強い大山町になら

なければ生き残れないと思っております。いくらいいまちづくりだ、何だって言っ

てみてもですね、あの大震災のように大きな大きな災害が起きた時にはどうなるん

ですか。本当に怖い話でございます。でもそういうことがいつ起きるか分からない

からみんなが肝に銘じて、そういうことをやっていかなければいけないと思ってお

ります。町長、この大震災の教訓はどのように捉えておられますか。お聞かせくだ

さい。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  非常に大きなテーマの質問でございまして、この教訓をど

う捉えているかということでありますけども、よく報道の中でもございますけれど

も、想定外というまあお話しがよく出てくるなかでありますけども、今そういう想

定外という言葉自体がある面、許されないような環境のなかであるのかなというぐ

あいに感じておるところであります。しかし、それぞれの町で、あるいは地域で、

あるいは県でそれなりの防災計画等々を立ててきて今日おるわけでございまして、

このたびの大きな震災を一つの区切りとして、各県であるいはそれに連動して、町

も防災計画の見直しということを詰めていこうということで進んでおるところであ

ります。鳥取県においてもそうでございます。まずそういった県との連携や状況、

あるいはこの現場と言いますか、町の中でいろいろな取り組みをしていただいてお

ります集落、自主防災組織の立ち上がっているところ、立ち上がっていないところ

もあります。一つ一つやれるところから、やり始めるということが大切だろうと思

っております。特に大山町においては、支え合い、助け合い、ということの中でこ

れは、正月の豪雪の時にもございました。行政が緊急時には、全てまかないきれる

状況にはない、やはり緊急時は地域の方々の支え合いであったり、あるいは状況の

把握であったりということがまず非常に意味の深いことでありますし、そこが求め

られているということが再認識されています。今、村づくり、町づくりという取り

組みを進めておりますけども、やはりその基本にありますところの集落、自治会、

との防災、組織、意識の高まりというところをもう一度、押し進めていかなければ

ならないというぐあいに考えております。防災計画等につきましては、県との連携
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を取りながら県のほうでもその取り組みを今進めておるところでございますので、

連動しながら詰めてまいりたいと考えておるところであります。以上です。 

○議員（10 番 岩井美保子君）  議長、終わります。 

○議長（野口俊明君）  これで岩井美保子君の一般質問を終わりました。ここで休

憩いたします。再開は 2 時 5 分といたします。休憩いたします。 

午後 1 時 55 分 休憩 

───────────────・───・───────────────── 

午後 2 時 5 分 再開 

○議長（野口俊明君）  再開いたします。次、2 番、米本隆記君。 

○議員（2 番 米本隆記君） はい、議長。それでは私は、山香荘に新しいグランド

は必要かということで、1 問質問させていただきたいと思います。 

実はまだ議会のほうには提案はありませんが、先日の行われました住民に対する

説明会、また、におきましてもこの山香荘の活用方法につきましては、いろいろと

足掛け 3 年、議会のほうでも検討してきたことでございます。その山香荘の活用に

つきまして、また提案があるということがありまして、それにつきまして、私は質

問させていただきたいと思います・ 

一昨年から議論をしてきました山香荘にサッカーグランドの整備計画、議会は先

進地に維持管理を学ぶために兵庫県洲本市をはじめ、和歌山、奈良、両県の視察に

行かせていただきました。洲本市と上富田町は、多額の支出を押さえるため、指定

管理制度を検討されていました。やはりどちらも管理に対する予算圧縮に手を焼い

ておられるように見受けられました。奈良県サッカー協会は、サッカー場建設から

運営まで、自らの手でされていました。強い意欲と熱意に感銘いたしました。 

ところで 3 月議会で否決になった理由の一つに、この奈良県サッカー協会の方法

が随分と参考になったと思います。私は反対した議員の多くは、そうではなかった

かと思います。 

しかし、またこの 9 月議会に町長は、多目的と名前を変えたグランド建設を提案

しようとしています。3 月議会では、鳥取県サッカー協会に指定管理先を大筋で決め

ていました。そのサッカー協会の経営の見通しの甘さ、指定管理料はなくせるのか、

町としての試算はしていたのか、改修費はどうなのか、山香荘本館を含めた施設、

町民の利用はできるかなど、解決しなければならない問題は数多くあったはずです

が、今回予定されている提案では、指定管理先は公募といいながら、建設ありきで

事を進めようとしています。先日の住民説明会では、そこのところが、はっきりと

した十分な説明がなされておりません。議会に対する説明でも、私はなかったと思

います。多目的グランドといっても、フットボールセンターとなれば、8 割は補助を

出す鳥取県サッカー協会が優先に使用する権利を持つのが事実、3 月議会のときの説

明と同じだと思います。今回の説明会でも、町民にはそのことはありませんでした。
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町長の考えは、グランド、ハコモノを作ってしまえば、あとはどうにでもなれ、そ

んな感じさえ受け取れてなりません。 

そこで次のことを質問いたします。一つ、3 月に議会が否決したことを町民は理解

すると思うのか、内容的には私は今回の提案も 3 月とまるで同じような提案だと思

っております。二つ目、赤字解消なら、これは町のほうも最初から出しておりまし

た廃止売却、そういった方法もあったとは思いますが、なぜ存続ばかりを取り上げ

たのか。三つ、議会・検討委員会の答申も多額の投資はしないといっている、これ

をどう考えておられるのか。四つ、検討委員会の意見を尊重すると 6 月の定例会で

は言っておられました。それはどうなったのか。五つ、そこまで赤字解消にサッカ

ーに、スポーツ合宿にこだわる理由は何か。六つ、フットボールセンターの認定と

指定管理・サッカー協会との関係はどうなるのか。そして最後です、こういった整

備をされた後、その後の整備計画、また今検討されている建物、本館、アプレルハ

ウス、くれハウス、バンガロー、これの修繕は、どのような考えを持っておられる

のか、以上 7 項目についてお答えください。 

○議長（野口俊明君）  町長 森田増範君。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君） 米本議員より山香荘に新しいグラウンドが必要かというこ

とにつきまして、お答えをさせていただきたいと思います。 

 まず、誤解いただかないために、説明をさせていただきたいと存じますが、仮に

鳥取県フットボールセンターとして認定を受けましても、サッカー関連の使用に 8

割までの優先権がありますのは、あくまでも新しく整備する計画の人工芝の多目的

広場だけでございまして、従来からの多目的運動場やこれも新しく計画に載せてい

ますが、グラウンドゴルフコートにつきましては、そうした制約はございませんの

で、今まで以上に住民の皆さんが利用しやすい環境となるものと考えております。 

 さて、3 月議会で執行部の提案が否決されましたことは常々申し上げておりますと

おり大変重い事実でございます。なお 4 月の臨時議会におきまして 9 月末までの地

域休養施設営業の予算を議決いただき、決議いただき、この間、今後のあり方につ

きまして一度白紙に戻して、議会とそして住民有志の方々でご協議いただくことに

至ったところでございます。このたびの提案は、健康づくりなどをテーマに町内外

からの交流人口を増やし、地域活性化を目指したプランでございまして、議会の皆

さまをはじめ、住民の皆さまにしっかりそして粘り強く説明を申し上げることで、

必ずやご理解をいただくものと思っております。 

 次の、なぜ存続ばかりを考えるのかというお尋ねにつきましては、大変意外であ

ります。そもそも 3 月議会におきまして否決されました際に、この休養施設の廃止

を予感いたしましたのは私ども執行部の方でありまして、多くの議員の皆さまがも



 160 

っと議論を尽くすべきであるということの意見交換の中で、9 月までの営業をお認め

いただいたものと認識いたしております。そして、住民有志の皆さんによりますと

ころの検討委員会、また議会の、全員の皆さん方によりますところの特別委員会、

この双方、それぞれがご提言を、なかで、存続ということにつきまして、両方から

存続の提言をいただいたところでございますのでその存続を前提に、方策を検討し

たところでございます。 

 次、三点目です。ご提言の中では「必要な範囲で整備」、「過大投資は避け」とご

ざいました。私はこのご提言と町の持ち出しは最少にと、この提言を両立させるた

めの方策を検討し、投資と収益のバランスがとれる持続可能性の高い方策を提案い

たしたところでございます。この提案につきましては、先ほど議員よりお話しがご

ざいましたように、住民説明会で、まず説明申し上げ、明日の 21 日追加の提案を予

定させていただいておるところでございます。 

 四点目です。住民有志の皆さんのご提言を最大限尊重するという観点は改めて申

し上げるまでもございません。基本理念を含め最大限の実現を図るべく検討を行い

ましたが、ただ一点、住民有志の検討委員会からのグラウンド等施設については、

直営でというこの点につきましては、名和地域休養施設はやはり統一的な運営が必

要だと考えましたし、民間のお知恵を最大限に活かすためには当初から全てを指定

管理者の手に委ねるのが最良と判断いたし、ご提言に沿うことができなかったいう

ことは事実でございます。 

 五点目です。私は何度も申し上げておりますとおり、3 月の定例議会でも、申し上

げました。決してサッカーにこだわっているわけではございません。名和地域休養

施設を中心とした地域の活性化策を考える上で、サッカーだけでなく各種スポーツ

合宿などを誘致して、町内外から交流人口を増やしていくこと、そのこと、それに

よる地域活性化が重要であると考えております。 

 六点目であります。フットボールセンターの認定と指定管理・サッカー協会との

関係はというご質問でございますが、この 3 点についての関連はございません。 

 最後の、その後の整備計画についてでございますが、提言にありました遊具公園

でありますとか、食の魅力付け、あるいは周辺道路網の整備などといった点につき

まして、今後も継続して検討してまいりたいと考えております。以上です。 

○議員（2 番 米本隆記君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  米本隆記君。 

○議員（2 番 米本隆記君） 最初からちょっといかしてもらいたい、お話しさせて

もらいたいと思いますけど、実は 3 月に議会が否決したっていうことはまあ、町長

もさっき答弁の中で言われましたけども、実際に、議案として議会が違えば、同じ

ものを再度提出されても、それは成立します。ただそのことを多くの町民の皆さん

は知っておられません。まして、町民の皆さんはこの問題は、3 月で既に終わった話
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でないかと思っておられます。サッカー場につきまして。そしてその後、何か新し

い活用方法ということを町民の方はどうも期待をされていたと私は感じております。

仮にですね、2 月にサッカー建設場反対で、署名総数が 2,000 名を超えました。今回

仮に、もし同じような署名活動があった場合には、私はですね町長、3 月で終わって

るのにまたするだかいやという考えですね。そうするとこれ以上の方が、前回され

なかった方もそりゃあちょっとおかしいよというふうに私は思われるというふうに

思います。 

ですからね、こんなことでは、本当に行政に対して不信感を抱く、そう思われま

せんか。私はね、まずその一点がね、まず気にかかっておるんです。あの、町民の

検討委員、有志の方に集っていただきました検討委員会、こちらの方々も、サッカ

ー場グランド建設ということの方もおられましたようです。また新しい何か活用方

法、これを模索するために、いろいろと提言書を出されて、それが条件でしたから、

いろいろとそれを検討されて、提案、提言をまとめられたと思うんですが、私はそ

の中にですね、やっぱりちょっと漏れ聞いたところで申し訳ないですけど、行政側

のほうはですね、その収益を上げるためには、スポーツといいますか、サッカーの

合宿が必要だというようなことも言われたようなことを漏れ聞きました。その 2 点

について町長、本当かどうかお聞かせ願いたいと思います。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君） 2 点の質問ということで、提案についての不信感ということ

と、収益を上げるためということについての行政のほうからの声ということかなと

思います。私はこの検討委員会のほうには、出ておりませんので、担当課のほうか

ら述べさせていただきたいと思います。 

まず提案についての不信感ということでございますけれども、このことについて

は、先般の住民説明会の中でも述べさせていただきました。3 月の定例議会否決とい

うことを受けて、廃止という基本的な方向性のなかで、議会の皆さま方と意見交換

をさせていただき、先ほど来申し上げましたように 9 月末までの営業の予算の議決

をいただきました。以来、それに向かって議会のほうでも、そして住民の皆さん方

のほうからへも、意見をいただくということで取り組みを進めたところであります。

住民の皆さん方のほうへは、住民の声をという議員の皆さん方の声もございました

ので、この活性化についての提言募集ということで、チラシを全戸に配付をさせて

いただきました。そして、防災無線のほうでも、たびたびこれについての呼びかけ

をさせていただいたところであります。結果といたしまして、23 点だったと思いま

すけれど、熱心な住民の方からのご提言がありました。さまざまなご提言がありま

した。中には、廃止というご提言もあったように記憶をいたしております。特に執

行部のほうでは、その方々にそれぞれの思いを、具体的に提案をしていただいて、
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活性化に結びつけていただきたいという思いの中で、検討委員会の立ち上げをし、

その中で有志の方が結果的には 19 名だったと思いますけれども、メンバーになって

いただいていろいろな、活発な議論をしていただいたということで承知をいたして

おります。提言の中には、基本理念という部分と、取り組みをしていこうという具

体的なといいますか、事例といいますか、事象といいますか、そういう提案等も含

まれています。議会とそして住民の皆さん方の提言いただきました、基本的、基本

の理念、これは本当に共通しております。まずそこの共通しておりますところの理

念に沿って、プラン化をさせていただいたところでございます。議員の懇談会とい

う中で、これは明らかに方向性が出ているものではございませんので、担当課のほ

うから最終的には、4 つないし 5 つのシミュレーションを出させていただきながら、

皆さん方の意見を出させていただきながら、至った経過もございます。そういう経

過の中で、このたびの提案、住民説明会での提案ということにいたっておるという

こと。そしてその前提は、持続可能な施設と運営という形の中での存続と、いうこ

とが大きなテーマでございます。 

まあ、そういったところの中で、このたびの提案を申し上げるというところでご

ざいまして、議員の皆さま方、住民の皆さま方に説明をし、あるいはその成果をし

っかりと積み上げていくということで、理解をいただけるものと考えております。

担当課のほうからもう一点についてお答えさせていただきます。 

○観光商工課長（福留弘明君）  議長、観光商工課長。 

○議長（野口俊明君）  福留観光商工課長。 

○観光商工課長（福留弘明君）  失礼いたします。私のほうから 2 点目のご質問に

お答えいたします。ご質問の趣旨といたしまして、町のほうからの説明の中に、サ

ッカーによって収益を上げていく必要があるといったのかということかと理解いた

しましたけれども、まずサッカーに限りませず、ラグビーでも陸上でも、そういっ

た各種スポーツの利用誘致によって収益性を高めていくことが必要ではないかとい

うことで申し上げているのは確かでございます。と、申し上げますのが、検討の活

性化策検討の前提といたしましたのが、町長の答弁にございました、町内外の誘客

増による活性化、町民利用の促進、公募による民間活力導入、町民負担は最少に、

地域活性化ツーリズムの拠点にということを原則にご提言いただいております。こ

れを活かすという中で、現在の施設を廃止をせずに、地域休養施設として、活性化

を図る活用をしていくという制限のなかで、じゃあどうすれば、その維持管理が図

られて且ついろいろな諸条件、諸条件がまあ解決できるのかといったところを勘案

いたしましたところが、そういったことでございます。特に、スポーツツーリズム

につきましては、観光庁溝畑長官も現地を見られ、あるいは鳥取県の平井知事もス

ポーツツーリズムの推進については、どんどん進めていくべきだと、マニフェスト

に書かれたところでございます。国の観光庁、そして鳥取県あげてですね、このス
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ポーツツーリズム、それも大山山麓を中心としたスポーツツーリズムの推進につい

て、支援をしていただけるようなお話しをしていただいているところでございます。

そういったなかで、この地域休養施設山香荘の本館等の施設も活用したなかで、収

益をそれなりにあげて、それを維持管理費に充当していくというためにそういうス

ポーツ合宿等のスポーツリズムの推進というのが必要ではないかというふうには考

えています。以上です。 

○議員（2 番 米本隆記君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  米本隆記君。 

○議員（2 番 米本隆記君） スポーツリズムの考え方は分かるんです。そういうふ

うにやっていって、やっぱりその収益を上げるとか、その大山町をＰＲするという

ことは分かるんです。分かるんですが、私が言いたいのは、その検討委員会の皆さ

ん方、いろいろと意見はあったと思うんですけれども、その 3 月で一応廃止になっ

て、新しい提言をしよう、新しい活用方策をやろうと一生懸命考えられたと思いま

す。それで皆さんが、全部出されたのが、まあここでお名前は伏せてありますけど

ね、一応、そういった計画といいますか、こういったのはどうですかというのをも

らって、出されて、それで委員になっておられます。そして委員になられて、全部

で 11 回ですか、委員会されてまあ 10 回目に提言をまとめられたというふうに聞い

ておるんですけども、この皆さんのお考えの中を読みますとね、やはりいろいろな

活用方策っていうのは持っておられます。持っておられて、やはり自分ならこうし

たい、自分ならああしたい、という活用方法というのは持っておられます。 

ところが、私受け止めたのが、目的はもうそこにグランド造るはありき、あとは

どうにもついてきてくださいというようにしか、受け止めれなかったんですね。議

会のほうでもいろいろと検討いたしました、賛成反対、拮抗しました。そして 3 月

の場合は、否決になりました。今度またみんな提案される内容はどういう提案内容

であるか分かりません。賛成される方、反対される方、いろいろだと思います。た

だそのなかで、本当に町民の皆さん、これが納得できるような方法で、そして、「あ

っ、それならいい、それならやっぱり進めたほうがいい」本当にそう思われるよう

なことでしたら、私も反対するものでない。ただ、先ほども言いましたが、今回出

される内容につきましては、3 月の時点でははっきりともう指定管理先、おおよそ、

ここだというふうになっていました。で、それに対する考え方の甘さとか収支の見

通し、それに対して反対したわけでありまして、今回の場合は、まるでそこのとこ

ろがないんですね。造ってしまってからそれからなら、議会のほうも公募で考えれ

ばどうですかということを提案いたしました。造ってしまってから、これをやるた

めには、ものを造ってから、それから公募しますと。それこそ本当に見通しの甘さ。

もしこれが仮にですよ、公募がどこもなかったらどうするんです。いいですか。ス

ポーツリズムをやりなさい、グリーンツーリズムをやってください、町民にはグラ
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ンドゴルフもやってください。こういった各宿泊施設、これもやってください。本

当にそれで、私できるんかなというふうに凄く心配するんでございます。  

私の考え方は、公募されてもやはりそれは公募したところが、それなりの一応方

法、利用方法考えながらそれが本当に身にあったものかどうかというのを検討して

いくのが私の考えでした。ただ提言書、議会の提案とはちょっとかけ離れてしまい

ますから、そこのところはあまり言いたくないんですが、ですが実際に、がわたを

造ってからじゃあ公募しますといったところで、本当にそれができるのか、私それ

が心配なんです。それについて再度お願いいたします。 

○町長（森田増範君） 議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君） 担当課のほうから少し述べさせていただきたいと思います。 

○観光商工課長（福留弘明君）  議長、観光商工課長。 

○議長（野口俊明君）  福留観光商工課長。 

○観光商工課長（福留弘明君）  続いて失礼いたします。町のほうで、条件を定め

て公募するのではなく、その運営形態も含めて公募すべきではなかったのかと、例

えば公募して応募者がなかった場合は、じゃあどうするのかといったようなご質問

だというふうに思います。いろんな考え方は、もちろんございますし、そういった

手法もひょっとしたらあるのかもしれませんが、今回の昨年からの一連の議論の中

では、住民の皆さんの検討委員会におきましても、あるいは本議会の皆さん方のい

ろいろなご議論の中からも、そういった方向性ではなく、進んできていたように思

います。執行部といたしましても、おそらく町長もそうだと思うんですけれども、

そういった議会の皆さん等のご意向を最大限に尊重するための手法としてはまず町

が主体性を持って整備方策、活性化方策の根本的なところは、目標を定め、それを

実際に実現していただける創意と工夫と知恵とでもって、実現をしていただける方

を募集するという手法をとるのが、より良い方法だ、で、というふうに理解をした

ところであります。それこそ、全てを条件なしに公募いたしまして、私どもの意に

沿うような、あるいは収益性を含めて持続可能性が認められるような仮に方策しか、

公募になかった場合、この名和地域休養施設は、今営業、ほとんど営業活動、集客

活動とってないわけですから、来年度以降、ますますお客さまが減ってしまうとい

ったようなことにもなります。そういった意味からも、まあ議会を含めまして、町

としての、方針、活用方策、方向を示した上で、それを活用していただける民間の

力というのを求めていくほうが、より実現可能性が高いのではないかと、担当課と

しては検討したところでございます。 

○議員（2 番 米本隆記君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  米本隆記君。 

○議員（2 番 米本隆記君） ですから私がそれこそ言いたいのは、何ていいますか
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ね、今課長のほうからも言われましたけど、より具体的なものを提案して、これを

活用していただく、これはよりベターだという考え方ですよね。ところがそれこそ

その例えばですよ、ちょっと去年の話、出して申し訳ないですけど、例えば去年、

秋ですか、11 月ですか、サッカー協会の方が来られましたよね。でも自分たちはノ

ウハウが、そのグリーンツーリズムについてはノウハウがない、やり方は分からな

いから協力してもらわなきゃいけないとか、それとか例えばこの前のある企業の方

が来られて、一応話聞いたときにも、実は私たちは協力してもらいますよと、いう

ことだったんですよね、ただその中で町の考え方としては、やはりどこか、その受

け入れ先は一箇所にしてほしいというような言い方がありましたよね。複数が手を

挙げて、共同体でそれをやるんじゃなくて、どっか代表的に一箇所が、やっぱり望

ましいと、指定管理と兼ね備えている。そういったときに、例えばこれもやり、こ

れもやりこれもやるっていうような団体っていうのが、本当に出てくるのかなと。

それこそ、今の言われているグランドを造ってフットボールセンターでもやりなが

ら、じゃあグリーンツーリズムやりますよって、本当にそれからバンガローや、キ

ャンプサイトもちゃんとやりますよっていう時に、各おのおのの営業っていいます

か、そういったところをきちんと本当にその一団体として、本当にそれができるの

か、過大投資はしたはいいけども、投資はしたはいいけども、その運用方法につい

て、あとからいろいろな問題が出るよということでしたら造る意味もないです。そ

このところ、詰めることが先だと思います。私はそこだと思うんですよね、ですか

らハコモノを造ってしまってから、あとからやる、募集するとかそういうやり方っ

ていうのは、ちょっとおかしいではないかと。こういったものをやりますよという

ことで整備をされる、それだったら分かるですよ、じゃないですよね、僕その逆だ

と思うんですよ。それについて町長どうお考えになりますか。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君） 森田町長。 

○町長（森田増範君）  重ねての質問でございまして、運営形態等のこともお話し

がございました。まあこれを進めていくなかで、あとでの取り組みをどのようなこ

とにしていくかということも、先般住民説明会でも述べさせていただきました。担

当課のほうでその件について少し述べさせていただきたいと思いますが、議員がお

っしゃいますところの、考え方、そして私どもの考えているところの捉え方、異な

るのかなというぐあいに思っておりますが、先ほど来から、申し上げておりますよ

うに、それぞれのまとめ、提言をいただいて基本的な理念を掲げていただき、この 9

月議会にそれ以降の取り組みを示していくということのなかで、4 月以降のこのこれ

までの期間があったと思っております。そのことをしっかりと受け止めて提言のな

かにあります基本的な理念、存続するということ、先ほど課長が述べました 5 点の

大きな基本的な捉え方、それを具現化していくためにどうするのかということをシ
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ミュレーションをし、今のままでやるというシミュレーション、あるいは施設例と

いう形で出していただいたものに対してのシミュレーション、あるいはあらゆるも

のを取り組んだ場合のシミュレーション、などなど示させていただきながら、皆さ

ん方のご意見もいただいたところであります。いろいろな意見をいただくなかで、

先般住民説明会でさせていただいたものを基本としてこのたびの提案させていただ

くものになるという状況であります。施設をある程度、やはり第一段階として固め

ていき、提示させていただき、その上で、それをさらに活かして活性化をしていく、

住民参加、町民の方々の参加、活性化に向けた取り組みをしていくという提案をこ

のたびさせていただいているところであります。少し運営のことについて、担当課

のほうから述べさせていただきます。 

○観光商工課長（福留弘明君）  議長、観光商工課長。 

○議長（野口俊明君）  福留観光商工課長。 

○観光商工課長（福留弘明君）  失礼いたします。ご質問と順序が入れ替わるかも

しれませんがご容赦ください。まず、複数の人がどうですか、一緒になってって言

うのが好ましくないというお話しをしたことがありますが、それは趣旨といたしま

しては、いわゆる三セクが駄目になったことが非常に多いその理由の大きな理由の

一つに、責任体制が不明確になっているからだというところで、複数の事業者の方

が寄り集まって指定管理、一つの施設を指定管理として共同でされる場合、そこの

責任関係が不明確になることは望ましくないなという意味でございます。実際に指

定管理に手を挙げていただくなかで、それぞれの事業者の皆さんの得意分野あるい

はあまり経験のない分野というのがあることが多いと思います。 

 したがいまして、そういった際には、足りないものを誰かパートナーを探されて

補完してもらうと、あくまでも内部の話ですけれども、例えばそういう人材を確保

されるとか、そういったことは必要になる場面というのは、もちろんあるものと思

います。そういったことで、いわゆるできる人がいるのかということでございます

けれども、自分だったらこういうふうにやっていきたいという総合的なご提案を私

のところに寄せられた方も何人かございました。そういった方は必ずや、私どもが

今示している程度の骨格の中で、活用策を自分なりに作っていかれることが可能か

というふうには思っているところでございます。そもそも指定管理として、公共施

設、公の施設を指定管理として管理をお願いしていくと、民間の知恵と工夫、それ

と熱意、そういったものを使って、公共施設を活用していくという目的でございま

すけれども、やはり、どういうんでしょうか、こういう施設が今あります。あるい

はこういう施設を整備します、あなたの力でこの施設をわれわれがする以上に、活

用してもらえませんかと、それについて案を出してくださいということで、選ばせ

ていただくのが指定管理者制度の活用ということじゃないかなというふうに思って

います。以上です。 
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○議員（2 番 米本隆記君）  議長。 

○議長（野口俊明君） 米本隆記君。 

○議員（2 番 米本隆記君） ちょっとそのへんのところ意見がかみ合わんところが

あると思います。 

 ではちょっと、視点を変えましてですね、検討委員会、それから議会のほうもで

すね、多額の投資はあまり、そういったことはしないって、できないかということ

はまずうたってあります、基本理念の中に。その中でですね、辺地債を使っても 8

割が交付税をされると。言ってもみれば 2 割でまあ造れるということですね、です

が、両方の答申でもやっぱりその町長も言っておられましたけども、必要に応じて

とか、必要の範囲内ということでありまして、その大きな投資をしないということ

で、3 億も 4 億も使っての税金を使って造ることに問題があるよということを言って

おるわけです。ただ、町長は、その投資と収益のバランスが取れて持続可能でない

といけないからということで、やはりそのサッカー場といいますか、多目的として

サッカー協会のトトとか、援助をもらってその分安くグラウンドを造って利用価値

を高めようという考え方はなるほど分かります。分かるんですけど、実際にあと残

りの部分ですね、2 億何千万、これについて辺地債を使ったとしても、4 千いくら、

4,300 でしたか、ぐらいかかるというふうになっております。これまあ何年かで返す

ということになってきましてもですね、しかしこれもやはり借金は借金であります

し、自由に使える交付税からその分の借金も返していかないけん、分かりやすくい

うとですね。そうすると今、ここの町単独でですね、じゃあ予算的にあっちに 100

万円、こっちに 100 万円、いやこっちに 1,000 万、付けれるような今状態なんでし

ょうかね。私はね、午前中に杉谷議員が言われましたけど、やっぱり私がまちづく

りっていうか、感じでは定住対策とかそういったところには全然予算的なものは付

いてないと思うんですよね。で、やはりこれからですね、ここの大山町も過疎化指

定なんか受けたり、それから高齢化の進行を考えるならばね、やっぱり一番大事な

子育て支援とか、医療・福祉・介護、町としては取り組みことよけあると思うんで

すよ。お金使わないけんところは。そういうことを考えたときに、本当に町独自の

目安、例えば県や国や町といろいろと分担して負担する事業いろいろとあると思う

んです。だけど、実際に町がですね、じゃあそれよりも多くお金を支出して、手厚

い何ていいますか、施策、こういったことにわたしは十分に配慮するべきだという

ふうに考えるんです。 

議長、すみません。ちょっと質問の趣旨違うかも分かりませんけど、大事なとこ

ろなんでご了承願いたいと思います。やはり、そのいくらその建設費が交付税措置

されると言ってもですね、これは借金に変わりがないですよね。私はもっと他に使

うべきことはよくある、多くあると思います。これは検討委員会の皆さんもそうい

ったところを考えて、そういった提言を出されたというふうに思っております。 
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先日の台風 12 号、大きなつめ跡を大山町に残しました。農産物ではブロッコリー

でも大きな被害が出ました。農家の方からですね、できりゃあ種代とか、肥料代の

一部何とかならんだろうかなというような声もよう聞きます。これが本当に町民の

皆さんの声だと思うんですよ。私はそういった面で、交流人口増やすのは本当にい

いでしょう。しかし、やはり定住する方のそれの施策、こういうことが 1 番大事に

なってくると思うんですよね。そして人口増になって、やはり過疎化に歯止めをか

けるとか、私そういったところに予算は使ってほしいなと思うんです。これも多分

こういう考え方で、検討委員会の皆さんも多額の投資をしないとか、いうふうな考

え方をもたれたというふうに思います。 

ちょっと話変わりますけれど、合併特例債もあと 2 年ですかいね、26 年までです

かいね、度までですね。で、もう終わります。約 10 億近い交付税がなくなると思い

ますね。それでもやっぱりこれらについてもやっぱりその借金ですから、7 割は交付

税措置で返ってくるといっても 3 割は、町の財源になってきますよね。やはりそう

いった面でもね、これからどんどん交付税はなくなってくるっていう時に、やはり

そういった面で、本当に交流人口増やすことに必要になのか、またちょっとそのへ

ん疑問があるんですが、このへん検討委員会の方の、私ちょっと話したんですが、

心配ごとの一つだったんですね、こういった話も多分検討委員会の中でも話はあっ

たかというふうに思うんですが、今リフォーム助成ですか、1，000 万、今回 9 月議

会でも出ます。なるほど余裕のある人はいいですよ。でも余裕はなくて、本当に何

とか福祉とか、そういった医療とか、そういうこと何とかならないかということを

切に望まれる方も凄いあると思うんですよね。私は、1 年、僅か 430 万だといわれま

すけど、その 430 万というお金が大きいと思っています。そのへん町長はお考えと

してどう思われるかお聞かせ願いたいと思います。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  たくさんの話をいただきましたので、全てが少しずれてお

ればまたご指摘を賜りたいと思いますが、まず冒頭に町民負担を最小にというテー

マのなかで、過疎債であったり投資ということについても触れられました。先ほど

申し上げましたように、町民の皆さん方のほうからのご提言や議会のほうからの特

別委員会でのまとめ、報告いただきながら、さまざまなシミュレーションをさせて

いただきました。そのなかでこのたび提案をさせていただくところでございますけ

ども、そのことについて担当課の方から少し述べさせていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

特に、シミュレーションのなかで、額的なことは担当課のほうから述べますけど

も、大きな違いは、先ほど述べられましたなかで、直営でスタートして施設の利用

ということのなかで、直営で進めていこうというご提案であったと。で、ここにつ
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いては、先ほどの一番最初のお答えのなかでも述べましたように、このたびの提案

のなかでは、その部分を取り上げていくということにならなかったということにつ

いては、先ほど述べさせていただいたところであります。そのことを前提にしなが

ら町民の皆さん方のほうのご提案ということもあったのかもしれませんけれども、

しかし直営でない場合、直営であっても、こういう形で展開をしていきたい、展開

していって地域活性化に結びつけたいと。食の関係であったり、ツーリズムであっ

たり、町民町外、交流を深めていくというような提案であったりしております。直

営ということについての前提は違いますけれども、そうでなくってもそういった思

いが遂げれる、取り組んでいけれる提案としてこのたびの取り組みを提案させてい

ただいておるというところでございます。 

そして、定住対策という話をいただきました。かねてから申し上げておりますよ

うに、定住対策は総合施策であります。子育てもそうですし、福祉もそうです。そ

して産業施策もそうであります。このたびのテーマは、この大山北麓の活性化を進

めていくなかで、あるいは新しい大山町のちょうどへその部分になるこの山香荘の

エリアをいかにして、活性化していくかということのなかで、その取り組みを町内

外から若い者も含めてやってくる取り組みをしていこうということでの提案であり

ます。そのことについてご理解を賜りたいと思っております。担当課より少し補足

をさせていただきます。 

○観光商工課長（福留弘明君）  議長、観光商工課長。 

○議長（野口俊明君）  福留観光商工課長。 

○観光商工課長（福留弘明君）  失礼いたします。まず私の所管分野から若干ずれ

るかもしれませんが、定住促進についてでございます。定住促進策が必要であると

いうことは、もう町長が先ほども繰り返し申し上げたとおりでございまして、本町

もいろいろな施策に取り組んでいるところでございますが、私の立場から一つ申し

上げれることといたしまして、交流人口も増えないようなところで、新たに外から

人が来るというケースというのは非常に難しいのではないかなというふうに感じて

おります。議員の皆さんが視察に行かれました海士町さんにしてもそうです。昨年

行かれました羽咋市のケースもそうですね。特に羽咋市の場合、定住成功率 100％、

離れる人がゼロだというのを誇りになさっております。補助金はゼロです。にも関

わらず、皆さん全員残っていると。まずその地域に残るだけの魅力があるから入っ

て来られて残られるというふうに私は地域を理解をしております。隠岐の海士町も

正にそのとおりかなというふうに思っております。 

従いましてこれはどちらが先ということではなく、町長が申し上げましたように、

総合的にいろいろな角度から取り組んでいくべき課題かなというふうに思いますし、

これも誤解をいただくと困りますので、敢えて申し上げさせていただきます。お許

しください。この事業を止めまして、例えばこの 3 億円余りというのを住民説明会
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で申し上げましたが、この投資を仮に止めたら福祉分野にいくら使えるかという、

そういう問題、そういう議論ではございません。この事業を止めたからといって、

他の分野にじゃあ 1 億円を持っていけるかというと、ゼロなんですね。この事業を

するからこういう形で、補助金なり辺地債なりが使えるということをご理解いただ

ければというふうに思います。 

それと 430 万、4,300 万という試算を出しておりますので、10 で割って 430 万と

いうことかと思いますが、確かに 430 万が少ないというわけではないんですが、そ

の 430 万を使わないことも必要かもしれませんが、現在、現に毎年平均で 1,500 万

からの持ち出しが出ておるわけでございまして、じゃあこれは一体どうするのかと

いうところでございます。で、他にも方法があるんじゃないかということを再三ご

指摘をいただいておりますけれども、現段階で、いろいろとご意見はいただきまし

たけれども、この辺地債の償還金であります 400 万かそこらになると思いますが、

これを上回るいわゆるマイナスを減らすための方策というのは、なかなか見つける

ことができなかった、いろいろと検討するなかで、バランスがとれそうであるとい

うのがこういった計画としてこれから議会のほうにも提案させていただこうという

具体案ということでございますので、ご理解いただければと思います。以上です。 

○議員（2 番 米本隆記君） 議長。 

○議長（野口俊明君）  米本隆記君。 

○議員（2 番 米本隆記君） 何か私もそうかなとつい思ってしまいそうなんですけ

ど、でもちょっと待てよと。やっぱり思うんですね。で、あまりこのことで、あと

10 分ほどしかありませんから、最後に聞きたいと思います。 

○議長（野口俊明君） あの米本議員に連絡しておきます。この時計 3 分違ってま

すので、今残り時間今、残り 6 分です。 

○議員（2 番 米本隆記君）  はい、分かりました。じゃあ最後になると思います。

今先ほど課長のほう言われましたこの山香荘の問題につきましては、毎年 1,000 万

から 1,500 万繰出していたのが、問題になるということでございました。で、以前

資料としてもらいました山香荘の活用の表ですね、多いときには 6,000 何百万儲か

っていますと。それから年々下がってきて今こうなって赤字が続いているだよと。

で 6,300 万儲かっている、利益があった時、あっ、売上げですか。ああ、売上げが

あったときにつきましてもですね、やはりやっぱりその時でも 1,000 万の繰出しが

ある。これいろいろと考え方あると思うんですが、やはり一番心配なのは、毎年 1,000

万から 1,500 万というのは、そのなかには必ず施設の管理費か修繕費、管理費だけ

でない。修繕費も入っていたと思うんですよね。で、今山香荘がおおよそ 30 年にな

ると思います。で、これからまたあと 30 年、3 月にもありましたけど、説明もあり

ましたけど、30 年残っているわけですね。どんどんどんどんいろいろとお金が掛か

ってくると思うんです。で、やはりその辺のところはやはり大家だから、見るのは
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当たり前といわれますけども、実際にここのところが、本当にゼロっていいますか、

最小限にどの程度できるのか。管理運営だけでしたら、みやすいことですね、指定

管理料がゼロに近づけばいいんですから。ただ修繕費も含めたこういった費用にな

ってくると必ずゼロというのにはならんと思いますね。そうするとこれから 30 年経

った施設です。どんどん増えてきます。で、先日の住民説明会でもありました。人

工芝の張り替えは、利益から積み立ててもいきましょうと、いう僕は、考えでは理

想は理想なんです。それは、できれば。実際、それができれば本当にいいと思いま

す。ただこういった費用も全部町が、修繕費、町が見ながらやっていくということ

になると、本当に膨大な支出を今後していかないけんというふうになってくると思

います。やはりある程度、そういったところを見越したならば、このサッカー場、

総合的なグラウンド、これを本当に必要なのか、町として他にいろいろと考えるべ

きことはないのか、そういったことを私は考えております。 

最後に町長にお聞きしたいと思います。町民の皆さんが、いろいろと提言書を出

されて委員になられて、委員になられて町から費用も、費用弁償もらいながら一生

懸命考えられました答申があります。検討委員会の提言書、これに沿った真の提言

を活かす考えがあるのかないのか、最後にお聞かせ願いたいと思います。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  町民の皆さん方の有志の方々から提言書ということについ

て、そして議会の皆さん方からの全員で構成されます特別委員会からのまとめ、報

告いずれにしてもしっかりと尊重し、それを具現化していくためにこのたびの提案

をさせていただいておるところであります。ただ一点、申し上げますのは、冒頭も

申し上げましたように、施設の運営のスタートを直営でするのか、また議会のほう

では、活性化策のなかの 2 番目のなかで、公募による民間活力の導入を最大限に考

えという米本議員の、含めた議会のほうからの報告、まとめもあるところでござい

ます。そのことにつきましても、私はしっかりと受け止めをさせていただき、繰り

返しになりますけれども、存続というお答えを両者からいただきました。それがた

めに、将来、投資とそして収益のバランス、そういった事を考えながら、持続可能

性のある施策としてこのたびの提言を出させていただくところであります。存続を

していくという方向性で進め以上、どうしても古くなっていくものについての修繕

等はどういう形であろうと必要でございます。ただ、その過程のなかでできるだけ

町の持ち出しを減らしていく、最小限にしていく、そのためにはやはりこの地域休

養施設、たくさんの方々が集ってきて、若いものが集ってきて町内の方々も集って

きて、本当ににぎわいのある活性化につながっていく存在に、またその取り組みに

していかなければならないと思っております。将来に向けた大きな私は布石である

というぐあいに考え、このたびの提案をさせていただいておりますことをどうぞご
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理解賜りますように、よろしくお願いいたします 

○議員（2 番 米本隆記君）  終わります。 

○議長（野口俊明君） これで米本隆記君の一般質問は終わりました。ここで休憩

いたします。再開は 3 時 15 分といたします。 

午後 3 時 4 分 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

午後 3 時 15 分 再開 

○議長（野口俊明君）  再開いたします。次、5 番、野口昌作君。 

○議員（5 番 野口昌作君）  5 番、野口でございます。3 問について質問を行いま

す。最初にまちづくり推進員地区会議の今後の取り組みと拠点施設の必要性という

ことで質問いたします。 

本町では、人口減少と少子高齢化によります集落自治組織の弱体化、加えて地域

間交流とコミュニティーの停滞がみられます。この喫緊の問題に関して、本町議会

でも平成 19 年の 12 月に地域自治組織の取り組みについて町長に要望書を提出して

おります。このような状況を踏まえて、町行政は、集落活性化を願って、21 年に各

集落からまちづくり推進員を選出させ、集落の健康診断など進め、さらに旧校区毎

に推進員地区会議を開催させてきました。 

この取り組みを受けて一点目として、大山町まちづくり推進員の任期は本年 12 月

31 日となっておりますが、この制度は継続させるべきとは思いますが、町長の考え

はどうか伺いたい。 

 二点目といたしまして、情報交換とか広域で取り組む問題課題を協議する地区会

議は、現在大きな壁に当たっていると思っております。しかし、地域活性化のため

に必要と思っておりますけれども、町長の考えはどうでしょうか。 

三点目の質問といたしまして、壁にぶちあたっています地区会議の打開策として

組織再編の必要を感じております。私の提案する再編地区会議は、私はこういうぐ

あいに思ったりしています。最初は部落から選出され、町から委嘱された推進員、

現在の推進員と同じようなことでことでございますが、それと各部落の区長さんで

最初に地区会議を組織して、組織はその町の政策として、長く継続させるというこ

とを前提に、協議を進めていき、推進員、区長の協議の中で地区会議の名称、例え

ば何々地区振興協議会とか、何々地区を住みやすくする会とかの名称を決めたり、

それから女性の代表の方とか、若者の代表の方とか、体育委員とか、部落の中での

そういう役の方も加わってもらおうというようなことをこの組織の中で決定をし、

組織体制を協議しながら明らかにして、地区で自主的に特色のある地区会議を町行

政主導で結成し、地域活性化を図るべきと思いますけれども、地区会議の再編にあ

たって町長の考えはどうかということでございます。 

 四点目といたしまして、地域活性化を図る地区会議の拠点施設、これは、必ず必
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要だというぐあいに思っております。保育所統合で閉所されます建物、これは地区

会議に最適と思っておりますが、町長の考えはどうか伺いたいということでござい

ます。最初にこの件についてのご答弁をお願いします。 

○議長（野口俊明君）  町長 森田増範君。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  野口議員の一つ目の質問でございます。まちづくり推進員

地区会議の今後の取り組みと拠点施設の必要性ということにつきましてお答えをさ

せていただきたいと思います。 

平成 21 年に各集落からまちづくり推進員の選出をお願いいたしましたけれども、

時期が集落によっては既に役員決めを終えたばかりというところもございましたり

で、足並みが揃わない中でのスタートとなったところでございました。 

また、旧校区単位でのまちづくり推進員会議につきましても、今年の 6 月からい

よいよ全地区で動き出したというまあ状況にございます。そのような状況のなかで、

1 例ですけれども、逢坂地区のまちづくり推進員会議ではワークショップを行って逢

坂地区の活性化計画を作れるところまで進んでおられます。また、上中山・御来屋・

庄内のまちづくり推進員会議では地区活性化のために具体案を計画されたところで

もあります。他の地区ではアンケートの実施や情報交換などが行われている現状で

ございます。まちづくり推進員さんには地域のことを話し合っていただき、問題・

課題の解決をお願いしてきておるところでございまして、その活発な活動に感謝申

し上げるところでございます。本当にありがとうございます。 

さて、野口議員さん、指摘がございました大きな壁は、これはまちづくり推進員

地区会議で計画したことを実行していく、その仕組みがないということだと思いま

す。まちづくり推進員さんの集落での位置付け、あるいはまちづくり推進員地区会

議の位置付けでございます。そのようなことを含めて、計画・実行ができる組織、

その組織づくりが必要であると考えているところであります。現在、まちづくり推

進員さんに組織について検討をいただいているところでございます。議員さんおっ

しゃいますとおり、地域のことを考え、計画、また実行していく組織で地域の活性

化を図る必要性がございます。 

また、組織の構成につきましては、地域で話し合いを行った結果、必要な人材、

団体が組織に入って、地区で特色ある地区会議を形成していくことには賛成であり

ますし、私もそうなると考えております。その地区の特色を生かしたまちづくりに

していく必要があると考えております。現在、旧大山町、いわゆる大山地区には、

校区に公民館があります。中山地区・名和地区には校区の公民館がございません。

大山地区では校区の公民館が活動の拠点となっており、公民館活動や運動会など活

発に行われているところでもあります。そのような活動と今進めておりますまちづ
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くり、これを合体した地区会議も考えられるところと思っております。ただ、校区

の公民館のない中山地区あるいは名和地区でありますが、ご質問にございましたよ

うに、これから空いてくるであろう保育所、空き保育所を利用して拠点づくりと組

織づくりもできることと考えております。 

このたび 6 月でございますけれども、開催いたしましたまちづくり委員会、会長・

副会長会からでも説明いたしたところございますけれども、人口減少、少子高齢化、

交付税の減額により集落や行政が小さくなっていく状況のなかで、その間を補う新

しい地域の自治組織は必要と考えております。今まで、まちづくり推進員会議での

フリーな議論、そのなかで取り組みをしていただいているところでございましたが、

改めて、集落や区長との関係を見直して、新しい自治の仕組みを必要に応じて町が

提案をし、また地区の受皿づくりに取り組むということになったらと考えておりま

す。従いまして、今考えておりますのは、今後現在の委員さんの任期を出来れば延

長をお願いし、組織の立ち上げと地区のまちづくり計画づくりまで引き続きご尽力

をいただけるようになればなと思っているところであります。以上です。 

○議員（5 番 野口昌作君) 議長。 

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。 

○議員（5 番 野口昌作君） 今町長のほうに答弁いただきましたが、だいたい私の

考えているようなことでの答弁だったというぐあいに思ったりします。そのなかで

一つですね、今後現在の委員さんの任期延長をお願いしということがございますけ

れど、これはですね、新しく各集落で選び出すと、そうして選び出した方がたまた

ま延長になるという意味なのか、まあ延長になる場合があるという意味なのか、そ

れとも頭から延長できるところは延長してくれというような取り組みになるのかと

いうことをお尋ねいたします。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  野口議員より質問にお答えいたしたいと思いますが、この

件について担当課よりいろいろと協議してまいっておりますので、担当課よりお答

えさせていただきたいと思います。 

○企画情報課長（野間一成君）  議長、企画情報課長。 

○議長（野口俊明君）  野間企画情報課長。 

○企画情報課長（野間一成君）  任期延長の関係でございますけども、先ほど町長

が申し上げましたように、この集落と行政の間を担う新しい自治の組織が必要だと

いうことでこれの立ち上げを取り組むということにしております。したがいまして、

この間、フリーにではございましたけども、各地区でまちづくり推進員さんが、そ

れぞれの思いでこの地区づくりについて、協議をしていただいてきておりましたの

で、その財産を引き継いで新しい組織づくりに活かしていただこうという思いで町
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のほうからは、推進員さんにお願をいたしますし、集落のほうにもそういった意味

合いでお願いをしていくという格好を考えておるところでございます。因みに 10 月

中には、会長副会長会議を開きましてこの町としての取り組みを提案をいたしまし

て意識の共有化を図りながら、全町で新しい仕組みづくりを進めてまいろうという

ぐあいに考えているところでございます。以上でございます。 

○議員（5 番 野口昌作君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。 

○議員（5 番 野口昌作君）  はい、分かりました。続きましてですね、2 番目の質

問に入ります。 

2 番目が、大山町特産作物ブロッコリー・葱の共済制度導入に向けての取り組みを

ということでございます。 

今月初めの台風 12 号によります豪雨は、橋、護岸の崩壊とか斜面の崩壊、さらに

農作物にも大きな被害をもたらしました。今のこの 15 号でですね、今日も雨が続い

ておりますけれども、これもどういうような被害が出るか、非常に心配ではござい

ます。そのなかで農作物災害は、生産意欲を喪失させて経営を窮地に追いやってお

ります。本町では水稲、野菜、果樹、ハウス、畜産など多彩な農業が展開されてお

ります。このなかで水稲、果樹、そば、ハウス、畜産は、これはですね、共済制度

が確立されてると思っておりますが、しかし野菜に関しては、共済制度がないもの

というぐあいに認識しております。野菜栽培は、昭和 46 年ごろの転作が始まって以

来、作付け面積が増えております。特に中山地区から量産されていきましたブロッ

コリーは、現在大山ブロッコリーとして、名和、大山地区に広がり、栽培面積は 100

ヘクタールを超えて作付けされるようになりました。正に大山町を代表する特産物

になってきました。白葱も栽培面積を伸ばして農家経営を支えております。自然災

害に弱い野菜、特にブロッコリーは、今年大変な災害に遭いました。12 月 31 日から

の大雪被害、これによりましてブロッコリーの葉っぱ等が非常にちぎれたりして、

災害を受けております。それから春ですね、春のブロッコリーにつきましては、長

雨による腐れでございまして、もう出荷できるというものが腐れてですね、全部す

き込んでしまわなければいけないというような災害がありました。それに加えてこ

の現在のこの台風 12 号の豪雨、長雨による根腐れで枯死するという災害でございま

す。農家経営にですね、大打撃を与えております。私も少しブロッコリーを栽培し

ておりますが、圃場が白くなるほど肥料をやってですね、根こぶ対策をして、苗を

購入してというようなことでですね、基資金をつぎ込んでおりますけれども、この

基資金をつぎ込んでいるのの災害でございまして、皆さん方がですね、もうブロッ

コリーをすきこんでしまったとかですね、再度植え直したと、諦めるしかないわと

いうようなですね、話しをされています。これを聞く時にですね、せめて基資金の

手当があればというぐあいに強く思ったところでございまして、この救済措置を考
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えてみますとですね、共済制度の導入がこれを解決する最も必要な措置でないかと

いうぐあいに考えております。町長の所見を伺いたいと思います。 

○議長（野口俊明君）  町長 森田増範君。 

○町長（森田増範君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  野口議員の 2 つ目の質問でございます大山町特産作物ブロ

ッコリー・葱の共済制度導入に向けての取り組みをということにつきまして、お答

えをさせていただきたいと思います。 

このたびの台風 12 号によります豪雨、これは、農業の関連施設や水路などもそう

でございます。また農作物に対しても多大な被害がありましたなか、特に本町の特

産物でありますブロッコリーあたり、また葱にも大きな被害を受けたところであり

ます。関係機関では、このたびの被害調査を行って、県におかれてもこの現状を踏

まえて、被害の支援策等検討をいただいているところでございます。 

こうしたなかでの農家の救済措置としての共済制度の導入ということでございま

すけれども、現在の農業災害補償制度は、国の災害対策として、実施をされる公的

保険制度となっております。その仕組みは、災害により被害を受けた農家の救済を

合理的に行う観点から、各地域に農家が組合をつくり、共済掛金を出し合って共同

準備財産を造成をして、災害があったときはその共同準備財産から被災農家に共済

金を支払う農家の自主的な相互救済を基本としたものでございます。 

現在、ブロッコリーや葱は、その共済制度の対象作物となっておりませんで、こ

れらの制度設計を行うにあたっては、バックデータとして収量や収穫高を把握をし

て、さらに保険制度として運営していくことが可能か見極める必要がございます。

過去にも災害があるたびに、農家から要望がございましたところ、伯耆農業共済組

合におかれて検討が行われてきた経過もございますが、制度の設置までに至ってい

なかった現状経過もございます。現時点では、過去の経過も踏まえ、そういった状

況を考えますと制度を設けるということは困難な状況というぐあいに考えておると

ころでございます。以上です。 

○議員（5 番 野口昌作君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。 

○議員（5 番 野口昌作君） ただいま所見を伺いましたが、現在の状況把握という

ようなことでございます町長の状況把握でですね、困難な状況だということでござ

いますが、この大山町の特産物となったブロッコリーに対してですね、町長は、そ

の困難な共済制度というものを必要と考えておられるか、どうかということを伺い

ます。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 
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○町長（森田増範君）  この共済制度が必要と考えるかどうかということについて

でございますけれども、こういった制度が本当に具現化するということであるなら

ば、あればいいなという思いは持っておりますけれど、やはり資金造成の関係、そ

れは国のほうの当然、バックアップ、支援がなければなりませんし、共済組合等と

の連携、農家との共有、さまざまな関係者を得ながらの取り組みということになる

だろうと思っております。 

従いましてこれまでもたびたびあるなかで、非常に厳しいなかでの制度設置まで

に至ってない現状がございますので、なかなか厳しい状況にあるんだろうなという

ぐあいに存じております。 

○議員（5 番 野口昌作君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。 

○議員（5 番 野口昌作君） えー私ですね、大山町長、森田町長はですね、この大

山特産のブロッコリーについて、共済制度は是非設ける努力もするというようなで

すね、話しが出るでないかというぐあいにまあ思っておりました。しかし、見捨て

てしまう発言でございます。状況の説明だけでございます。これではやっぱり農業

町であります大山町はですね、伸びていかない。やはりですねここは、国のほうに

も県のほうにも働きかけてですね、努力してそれに向かって進むんだというような

お話しをいただきたいし、そしてそれで本当に実行に移していただきたい。町長と

してですね、それだけの熱意を持っていただかなければならないでないかというぐ

あいに思うものでございますが、この点について町長の答弁願います。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  再びの質問でございますけども、この共済制度ということ

について過去の状況も踏まえながら、お答えさせていただいたところでありますけ

れども、関係機関等とも話をしながら先ほどいただいたご意見、関係機関の方にも

思いとしてつなぎながら、私の思いとしてもつなげていきたいなという思いは持っ

ております。ただそれの実現ということも当然、一つひとつ取り組みを進めていく

と、あるいは協議をしていくということであろうと思いますけども、まずは、先ほ

ど来、野口議員おっしゃいましたように、本町特産のブロッコリー、これは今年の

豪雪に影響受けて、これは JA のほうからの被害状況の報告でございますけども、53

ヘク当り金額にして 1 億 5,000 万ほどの被害が豪雪関係では出ているということ、

そして 5 月に台風 2 号が来ました。あるいは春の低温ということもございましたけ

ども、この影響のなかで、数字的には、30 ヘクタール 8,600 万ぐらいの被害が出て

おるという報告を受けております。そしてこのたび台風 12 号によります被害という

ことで、約 70 へクタール、額にして出ておりますのは、2 億 1,000 万ほどの被害に

なるのではないかというまあ調査が、報告が出てまいっております。 
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共済制度ということにはつながりがありませんけれども、そういったことを踏ま

えて先般 9 月の 13 日に、私のほうから関係機関に寄っていただいて、台風 12 号被

害、含むところの大山ブロッコリーの対策会議を招集をさせていただきました。県

のほうから、そしてＪＡのほうから、あるいはブロッコリーの部会長さんにも来て

いただいて、いろいろな現状を報告をし合ったり、今後の対応策と現場の声という

ことでの話し合いも持たせていただいたところであります。その前には鳥取県知事、

平井知事が直接この被害状況をということで、中山地区のブロッコリーの水田圃場

のほうに、9 月の 11 日の日でございました。日曜日でございましたけれども、午後

の 3 時前ぐらいに鳥取の方から来られ、台風被害の現況を見て帰られました。私も

同席をさせていただき、こういったこのたびの被害も含めてですけれど、豪雪から

含めますところでいきますと、トリプルパンチのこの現状を話をさせていただいた

り、させていただいた経過もあります。県のほうでもこういった取り組みについて

考えていかなければならないのではないかというところで、今現在、担当課のほう

でもう少しを話を進めておるのではというぐあいに思いますので、分かる範囲以内

で少し担当課のほうからも述べさせていただきたいと思いますので、時間を賜りた

いと思っております。 

○農林水産課長（山下一郎君）  議長、農林水産課長。 

○議長（野口俊明君）  山下農林水産課長。 

○農林水産課長（山下一郎君）  まあ町長のございました県なり、町の今後の対策

ということでございますけども、県のほうにつきましては、このたびのブロッコリ

ー被害、あるいはこのたびの豪雨によります野菜等の被害もございます。そういっ

たなかで今県のほうで考えておられるのが、スイカの防除のための費用、あるいは

ブロッコリーにつきましては、特に植えたものが全て駄目になったという部分で、

大山町も 75 へクの部分についてすべて枯れてしまったという状況もございまして、

先ほど町長が申し上げました被害状況は、非常に甚大だというところがございます。 

 そういったなかで県独自の補償制度的なものを今、検討しておられるということ

でございます。そういったものが、明日の県議会で提案をされるというふうに聞い

ておりますので、町といたしましても、県と一緒になってそういった制度を作って

いこうということで今考えておりまして、今回の提案には間に合いませんでしたけ

ども、次回また臨時会等でもお願いしながら、そこで提案をさせていただく予定に

しております。以上です。 

○議員（5 番 野口昌作君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。 

○議員（5 番 野口昌作君） 今町長、課長のほうからですね、この対策会議なんか

開いてやっているということでですね、説明を受けましたが、まあ何言いましても、

本当に大山町の基幹作物、特産物としてですね、大山町の特産物は何があるかとい
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うことになれば現在ブロッコリーというようなことをですね、言ったりするわけで

ございますが、これは町長がさっき言われましたようにですね、これの共済制度の

導入、非常にまあ難しい問題だと思ったりしております。先はですね、非常にまあ

難局であるというぐあいに思ったりしますが、このたびですね、県のほうもこの被

害状況を把握し、そして全国的にもですね、そういうような被害というものが話題

になっているところでございますから、これにつけての共済制度とか、補償制度等

についてですね、取り組みが分かりやすいでないかというぐあいにまあ思ったりい

たします。そういうことでですね、今後、町長におかれましてですね、この取り組

みを本当にやっていくんだというようなことをですね、再度ですね、再度意志表明

をですね、していただきたいなというところでございますが、町長お願いいたしま

す。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  まあ、野菜関係の共済制度ということについては国、県あ

るいは伯耆農済という、あるいは生産者の関係ということがございますので、その

関係のほうとの協議、あるいは検討のなかで取り組みができれば、あるいは話をい

たしてみたいという思いを持っています。 

それから先ほどから話を申し上げておりますように、特にこのブロッコリーとい

うことについて、先ほど述べさせていただきましたブロッコリーの大山町での対策

会議の中でも部長さんのほうから、ここ新規就農がたくさんあるのもブロッコリー

であるわけですけれども、非常にここ近年の災害ということのなかで、非常に収益

性ということで良かったなということをなかなか実感体感していないということを

特に新規就農の方々の状況の話をされました。経験豊富な方々についてもこういう

ことも、あるんだろうかなということのお話しもあったんですけれど、そういった

ことを含めながら、今後のブロッコリーのその生産振興につながっていくような考

え方の中での県のこのたびの取り組みということもございます。私どももそういっ

た思いを県のほうにもおつなぎをしながら、県のほうも合わせて一緒になって考え

ていこうということでございます。 

県のほうでそういった制度が仕組みが出てくる形の中で、町としても県と一緒に

その支援策を講じてまいりたいというぐあいに考えておりますので、先ほど担当課

長からも述べましたけれども、その節には、また議会のほうに予算的なバックアッ

プ支援の提案をさせていただくことになります。ご理解とまたご指導、お力添えを

賜りたいと思いますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

○議員（5 番 野口昌作君) 議長。 

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。 

○議員（5 番 野口昌作君） では、3 問目に入ります。3 問目は、不祥事から町長、
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職員は何を反省し、何を学んでいるかでございます。 

先月あってはならない町民の血税を着服するという不祥事が発覚しました。大山

支所のごみ袋代金の紛失調査中のできごとでございます。また昨年の水道会計の棚

卸資産の管理、また今議会で報告を受けました基金等の財産に関する管理、これら

は、合併後初めて調査されたような内容でございました。山香荘の無許可営業、国

勢調査の調査票問題などいろいろ不祥事が発覚しておりますけれども、不祥事から

町長は何を反省し、何を学ばれたかということを伺いたいということでございます

し、それから幹部職員がですね、幹部職員、一般職員がですね、また同じく、何を

反省し、何を学んでいるかということをですね、声を聞いておられたらというぐあ

いに質問書では書いておりますけれども、今日の小原議員さんの答弁の中で、各全

職員にですね、全職員に、このレポートを出させているということでございました

から、これをですね、どういうぐあいな活きた利用方法をやっておられて、そして

そのなかでですね、職員の方、幹部職員、一般職員の方どういうような本当に反省

点を持ってですね、述べておられるかというものを、いうことを訪ねさせていただ

きます。以上でございます。 

○議長（野口俊明君）  町長 森田増範君。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君） 3 番目の質問でございます。不祥事から町長、職員、何を反

省し、何を学んでいるのかということについてお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

まず大山支所のごみ袋代金、これが紛失をして、その捜査を警察にお願いしてい

るなかでの今回の不祥事でございまして、町民の皆さまには大変申し訳なく存じて

おります。また、基金等の財産に関する管理、水道会計の棚卸材料の管理などにつ

きましては、合併時に行われた事務事業の突き合わせにより、数値的な管理はでき

ているものという職員の油断が、基本的なチェックをおろそかにするということに

繋がったものと考えております。 

昨年の不祥事の際にも厳しく指導しておりますけれども、法令遵守と云うこと、

また自分たちの仕事はどのような法令、条例等に基づいて行うのか、どういうこと

を行わなくてはならないのか、そういったことを今後もしっかりと徹底をして、徹

底をさせてまいりたいと考えております。 

昨年におきましても、今後不祥事を起こさないためにはどのようにしていくこと

が必要かということについて、管理職会などで繰り返し話し合いを行いました。ま

た、全職員を対象とした「私たちの行動基準」「行動基準」これの研修会では、一つ

には、法令遵守を行うためにはどのようなことが必要であるかということ、二つ目

には、職員間のチームワーク、コミュニケーションを高めるにはということ。また
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三つ目には、地域貢献について、ということ、この 3 つの事柄について、ワークシ

ョップを行い、その話し合いを行った結果を取りまとめて職員に周知をし、各部署

で話し合いを行わせ、意識を高める取り組みを行ってきております。 

 今回につきましても、先ほど議員お話しいただきましたそのレポートについて、

テーマは一つは、この度の不祥事について思うこと、そして二つ目に、職員として

今自分は何をすべきかというテーマで全職員にレポートの提出をさせております。

その締め切りを 9 月 12 日といたしておったところであります。そういったことを踏

まえて、今後各課において今回の不祥事について話し合いを持たせ、そして報告を

する文書で返していくということを求めております。現在議会に入っておりますの

で、今後の取り組みになりますことをご理解願いたいと思います。そして不祥事を

起こさないためには、職員の能力を高めるということに加えて、職務に対する意識

を高めていく必要があると考えております。小原議員のなかでも答えさせていただ

きましたけれども、これまで一年半、ごみ袋代金の事件がありました後、毎朝の朝

礼を実施いたしております。そのなかで「私たちの行動基準」の復唱や挨拶の関係、

あるいは自分たちの今日の本人の行動、そういったことや繰り返しの研修などを積

み重ねていくことのなかで、町民の皆さまに対する信頼回復に努めてまいりたいと

存じております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議員（5 番 野口昌作君） 議長、5 番。 

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。 

○議員（5 番 野口昌作君） ただいまですね、町長のほうから、この職員にこのた

びの不祥事について思うことと、職員として今自分は何をすべきかというようなテ

ーマでですね、レポートを提出させるということでございまして、本当に取り組み

としては優れた取り組みでないかなというぐあいにまあ、思うところでございます

が、このいろいろな不祥事ということにつながる一つとしてですね、人事の停滞と

いうようなこともあるでないかというぐあいに私思ったりいたします。この同じ部

署にですね、長いこと執務するということでですね、いろいろな問題が起こるとい

うことも多々あるわけでございますが、この点についてですね、町長の反省点とし

て何か考えられたことがあるか、また現在ですね、そういう長い同じ部署での職員

という方をですね、何年くらいの方がおられるかということをちょっとお尋ねいた

します。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  詳しいところについては、担当課のほうから述べさせてい

ただきたいと思いますが、分かる範囲内だということをお許し願いたいと思います

が、人事の停滞ということについてでございますけども、長い期間の同じ部署にお

る職員というのも、専門部署、技術部署にはあろうかなと思っておりますけれども、
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特に合併後の捉え方のなかで、どちらかというと、地域間の交流ということも含め

て、早めの人事異動ということがなされてきたのではないかというぐあいに私は理

解をしています。議会におりましたときにもそういったことについての状況を把握

しておったと思っております。ただそのなかで、やはり専門的なこと等々について

は、長くなってきておるものもおるのかなと思っております。こういったことを踏

まえてもう一度、人事ということについては、担当課のほうとも協議をしながら、

考えてまいりたいと思っております。 

 少し細かなことについての、点について担当課のほうから述べさせていただきた

いと思います。  

○総務課長（押村彰文君）  議長、総務課長。 

○議長（野口俊明君）  押村総務課長。 

○総務課長（押村彰文君）  人事配置のことについてお答えさせていただきます。

合併後の話になりますけども、実は建設課でありますとか、水道課でありますとか、

非常に専門的な技術を要するところがございます。そういうところは、合併後、変

わっていないという職員も当然おりますが、一般事務系、そういう専門職を合わせ

て 15 人ぐらいかなというふうに思っております。それからこのたび不祥事を起こし

た職員はですね、そんなに長くその職に携わっておったということではございませ

んので、一言付け加えさせていただきます。以上でございます。 

○議員（5 番 野口昌作君）  議長、5 番。 

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。 

○議員（5 番 野口昌作君） えー、今人事のことについて、合併からこっちという

数字でございますのでね、今言われましたような 7 年というようなことになるでな

いかと思いますけど、合併前からというような、まあ今それを求めても無理だと思

いますので。 

次にですね、まあ小原議員の質問の中でですね、このたびの不祥事のことについ

ての処分ということの内容はですね、副町長さんのほうからございました。副町長

のほうからありましたが、町長はですね、その中で処分がないというようなことで

ございました。本当に、これだけですね、いろいろと不祥事が続いているなかでで

すね、町長自らが姿勢を正してですね、律していかなければ、やっぱり職員もです

ね、厳しさを感じないでないかというぐあいに私は思います。 

そういう点におきましてですね、町長はどういうぐあいに考えられるか、一言、

伺いたいと思います。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君） 私の考え方ということについての質問であろうと思ってお

ります。このたびの件につきましては、小原議員の中でもお話しをさせていただき
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ました。不祥事という案件について、特に 21 年度ごみ袋の販売代金の紛失というこ

との状況の中では、特に自分自身の報酬ということも含めて、自分自身の総合的な

判断の中で、自分の対応を示させていただきました。特に、その当時の思いの中で

は、私が就任をする以前のできごとはありましたけれど、就任をさせていただいて

からの発覚、そして半年以上だったと思いますけども、その状況の中で担当課の職

員のほうで対応しておったというような状況、しかしそれが監査委員さんのほうか

らのご指摘があって、そういう状況が分かり、私自身のその状況を踏まえて、自分

なりの判断をさせていただいた経過があります。その時には、そういったことを踏

まえながら、自分の判断として、示させていただきました。このたびの公金横領と

いうことにつきまして、それ以降も含めて職員のほうに先ほど来から話をしており

ますように、さまざまな指示、訓示、取り組みを進めてまいっております。このた

びはそういったなかで、不祥事が発生をいたしました。いろいろなこの状況を踏ま

えて、いろいろな思いを感じ、自分なりの対応、熟慮、いたしました。形として表

す方法もございますけれども、私はこのたびは、このたびの不祥事を踏まえ、徹底

して改善を進めていく、その取り組みに自分の足跡を果たしたという判断をし、そ

こに自分の思いを示しているところであります。以上です。 

○議員（5 番 野口昌作君）  これで終わります。 

○議長（野口俊明君） ここで休憩いたします。再開は、16 時 20 分といたします。 

午後 4 時 9 分 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

午後 4 時 20 分 再開 

○議長（野口俊明君）  再開いたします。次、14 番、岡田 聰君。   

○議員（14 番 岡田聰君） はい、議長。私は、通告しております 1 問について質

問いたします。 

地域活性化総合特区への取り組みはということでございます。総合特区法案が 8

月 1 日施行されました。鳥取県では、わが国の地方には多くの課題がございます。

高齢化の進展、過疎化の振興による限界集落の増加、世界的な競争、地域産業の転

換と、あるいは自動車依存の都市構造、中心市街地の衰退など、鳥取県も例外でな

く、それらむしろ凝縮された形で多くの課題を抱えています。また一方鳥取県には

他にはない総合依存の精神とか、身近な大自然と豊かな恵み、アジアに開かれた地

理的な優位性など優れた資源がございます。これらの豊かな資源に新しい知恵と技

術を融合させ、多様で多層的なつながりと交流を通じて人々が求める本質的な価値

を創造、発展し新たな需要を呼び覚ますと、こういったコンセプトで、県の成長戦

略として、西部 9 市町村による鳥取県西部地域活性化総合特区構想が取りまとめら

れ、指定の申請をされたようでございます。地域の活性化に、大きなインパクトを

持つ、特区申請でございます。先進的な民間企業や、鳥取大学医学部など、比較的
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多くの産業や、医療機関の集積する米子市が中心的役割を果たすと考えられますが、

大山町としてもさまざまな地域資源や民間企業の技術がございます。こうした資源

やノウハウを活かした、将来を見据えた活用策や活性化策、そして取り組みが不可

欠でございます。雇用機会の拡大や、医療・福祉・健康対策などの充実、交通・通

信を含んだ生活環境の向上など、多くのメリットが考えられます。積極的に関わっ

ていくべきと考えます。 

（1）町としてどのように関わっていくのか。（2）町民にとって、どのようなメリ

ットが生み出せるか、そのための施策は。町長のお考えを質します。 

○議長（野口俊明君）  町長 森田増範君。 

○町長（森田増範君）  はい、議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  岡田議員より地域活性化総合特区への取組みはということ

につきまして、お答えさせていただきたいと存じます。 

まず（1）番目の「町としてどのように関わっていくのか」ということについてで

ございますけれども、大山町はこのたび総合特区推進のために、鳥取県が設置をい

たしました「鳥取県地域活性化総合特区推進協議会」の構成委員として参加をいた

しておりまして、県が特区構想で提案をいたしますところの「とっとり発ｅ－モビ

リティ事業」つまり、電気自動車をはじめといたしますところの電動移動機器の開

発普及プロジェクト、これを中心に関わっていくことといたしております。 

次に（2）番目の「町民にとっての、どのようなメリットが生み出せるか、そのた

めの施策は」ということについてでございますが、まずはじめに総合特区制度の概

略をご説明させて頂きたいと存じます。この特区制度は、国において総合特区提案

の認定が成され、初めて事業化することができるものでございます。したがって、

今後の特区の認定動向を見定めながら、必要な施策を時期を逸することなく町政に

反映させて行く所存でございます。鳥取県が進めます総合特区構想は、私達の生活

にとって革新的な利便性と、人的あるいは物的交流の促進、経済の活性化など様々

なメリットが期待されるところであり、まずはその実現を切に願うところでござい

ます。以上です。 

○議員（14 番 岡田聰君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  岡田聰君。   

○議員（14 番 岡田聰君）  まだ申請が通ってからの話になるかもしれませんが、

この地域活性化総合特区では、事業を実施する際の、規制緩和化に加えて財政的な

支援や課税の特例といった税制の優遇措置なども受けられるとなっております。ま

あ鳥取県の提案では、衣・食・住といった 3 つの分野、衣といいますのは、衣料の

衣でございますが、いつでもどこでも元気に生き安心して暮らせる。そして食の分

野では、鳥取の豊かな恵みを活かした健康的な暮らし、住の関係では、環境にやさ
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しくスマートなシンプルライフということで、まあ事業ごとに、モビリティー事業

とか、スマートブリッド事業とか、ライフイノベーション事業とか、設けています

が、期待される効果として高齢者の外出促進とか、EV 電気自動車活用による低炭素

化、観光地の魅力アップ、それからスマートブリッド事業に関しては、米子地方は

米子市を中心にした再生可能エネルギーが中国地方でも自給率が一番高いそうでご

ざいますが、これらを地域に活かすということで、環境資源への、エコへの転換と

か、自ら太陽光発電を設置できないものへの参加して供給していくとか、まあそう

いうことも考えているようでございます。それとか、わが町にも関係がございます

が、継続的な健康管理によりまして、疾病予防とか、介護予防、それらに活かすと

いうようなかなりの効果が期待できると思います。と、言いましても、地域の特性

を活かした活性化、振興策は県が旗を振ってばかりでもまた一つも町民にとって、

住民にとってはメリットはございませんので、各自治体の考え方を反映させた地域

を上げたものに、作り上げることも課題だといわれておりますが、この点ではどう

お考えでしょうか。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  岡田議員より、まあそれぞれ地域の取り組みということに

ついてのお話しもポイントだったのかなというぐあいに感ずるところでありますけ

れども、この特区構想については、県のほうが、その特に鳥取県西部を中心として、

地域活性化のプロジェクトという捉え方の中で、地球と共に自然エネルギーと生命

科学で世代をつなぐとっとり発生活起点型新成長特区という名称をもってその取り

組みを進めております。そのなかで、まあ大山町では、EV 電気自動車を活用したい

わゆる路線ダイヤに頼らないデマンド交通体系の確立というようなことを踏まえな

がら、その取り組みを進めている現状がございます。また、米子市、あるいは境の

ほうでは、同じ観光地の中でも、コミュニティーをつなぐ新交通体系の構築という

ことで、地元の民間の企業とのタイアップによります電気自動車の関係だったり、

あるいは鳥取大学医学部を中心としたバイオフロンティアの取り組みであったり、

あるいは江府町のほうでは、スマートコミュニティーといいますか、そういった取

り組み、各町村の中でも大きな広域的な取り組みをしながらでの取り組みも進んで

提案がされております。いずれにいたしましても、こういった取り組みが、この特

区構想で OK ということが認められなければ、一歩前に進まないということでありま

すので、このたびの県のこの総合特区の取り組みを国のほうで認めていただくとい

うことに期待をしているというところであります。以上です。 

○議員（14 番 岡田聰君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  岡田聰君。   

○議員（14 番 岡田聰君）  町として太陽光発電導入などクリーンエネルギーに関
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した助成制度はございますが、もう一つこれから普及が進むと思われます電気自動

車に対して、今後例えばインフラ整備はもとより、町として独自の助成制度、それ

らを考えて環境にやさしい電気自動車の普及に供していく考えはないのかどうか、1

点お答え、質問いたします。 

それと、わが国は原子力依存が非常に高いわけですが、昨年のエネルギー白書で

は、液化天然ガス発電についで原子力発電が 3 割近くのウエートを占めているよう

でございます。ただ福島の、東日本福島原発の東日本大震災、そしてそれに伴った

巨大津波によって福島原発がご承知のとおり、大変な状況になりました。いまだに

数万人の人が避難を強いられ、各家庭のペットやあるいは家畜業者などの家畜など

は、報道はされませんけれども、とても悲惨な目もあてられない惨状となったよう

でございます。これらを見るにつけ、将来にわたっては、原子力なかなか制御でき

ない原子力発電はどんどん比率を下げていかねばならないと考えます。そのために

も再生可能なクリーンエネルギー、これらの普及に自治体が力を入れて、率先して

力を入れていかねばならないと考えます。個人でも奨励金を出しておりますが、自

治体として財源の制約がございますが、公共施設への太陽光発電の積極的な導入と

か、風力発電、小型の風力発電、あるいは小水力発電、これ等の導入に積極的関わ

っていくべきと考えますが、この点についてはどうでしょうか。 

○町長（森田増範君）  議長。 

○議長（野口俊明君）  森田町長。 

○町長（森田増範君）  2 点のお話しかなと思いますけれど、1 点について大山町で

の電気自動車を通じた、活用した取り組みということについてでございますけども、

既にお話しをさせていただいていますように、この電気自動車を活用としたところ

の特に路線ダイヤに頼らない、デマンド交通体系の確立、構築ということで今取り

組みを一つ一つ進めつつある現状でありますので、まずここから取り組みを進めて

まいりたいということであります。 

 それから新エネルギーのことについてでございますけども、これも大森議員の質

問の中でも答えさせていただきましたけれど、まず新しい新エネルギーという捉え

方の中でいろいろあると思いますけれども、太陽光発電に関するところの補助制度、

このたびもそういったことに対しての補正のお願いをしたりということもございま

す。そういったところから、取り組みを進めてまいるということでご理解願いたい

と思います。 

○議員（14 番 岡田聰君）  終わります。 

○議長（野口俊明君） ただいま岡田議員さんの一般質問が終わりました。 

────────────────・───・───────────────── 

散会報告 

○議長（野口俊明君） 現在 4 時 38 分ぐらいですが、まだ時間がありますが、本日
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は、次の通告順 9 番の諸遊議員の質問予定時間は、60 分ですので、本日の会議は以

上で終了したいと思います。 

 次会は、明日 9 月 21 日水曜日に本会議を再開し、引き続き残る 4 人の一般質問を

行いますので、定刻午前 9 時 30 分までに、本議場に集合をしてください。本日は、

これで散会します。ご苦労さんでした。 

────────────────・───・───────────────── 

午後 4 時 39 分 散会 

 

 

 

 


